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●救い主の え1こ繧う

話をして も，内外の情勢，隣人や 自分 自身
め い

の個人的な問題に至るまで，気の滅入るこ

とばかりです。

私たちはため息まじりに言います。「一体

全体これか ら先どうなるのだろう。」人々を

このような状態に至らせた国やその他の指

導者は一体 どうしたのでしょうか。 いつか

らこのようなことになって しまったのでし

ょうか。

イエス ・キリス トの福音が教える様々な

原則をよく学び， 自分たちの生き方が，福

音の中で教えられている真理 と一致 したも

のでないことを認識するなら，その答えが

分かります。`自分の生き方を通 して人々に

感化を与え，正しい方向へ向かわせるよう

にするのは，私たち一 人一人の責任です。

人々は私たちの良い行 ないを見て，天の父

をあがめるようになるのです。 よく言われ

ることですが，正 しい人々が何もしなけれ

ば，それだけで悪は勝利を治めることがで

きるのです。

一人一人がイエス ・キ リストの教えに従

うなら，私たちは全世界500万 の 教会員と

共に，世 の人々によい影響力を及ぼす こと

ができます。 またそうしなければなりませ

ん。 罰を受けないように，そしてキリス ト

のみ前から追い払われないようにするため

には，イエスを救い主として受け入れ， そ

の戒めに従うしかないのです。人はいつに

なったらこのことを理解するようになるの

で しょうか。私 た ちは主が ぞの大 いなる
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愛のゆえに，全人類のために自らの命を捧

げて下 さった ことを知 っているのですか

ら，主 とそのみ言葉を受け入れ，主に感謝

と愛の気持ちを示すよう最大の努力をしな

ければなりません。

主が地上におられだ時に語られた言葉を

幾つか注意 して見てみましょう。 山上の垂

訓の中の言葉 です。

「それだから
， これらの最 も小さいいま

しめの一つでも破 り，またそうするように

人に教えた りする者は，天国で最 も小さい

者 と呼ばれるであろう。 しかし， これをお

こないまたそう教 える者は，天国で大いな

る者と呼ばれるであろう。



わたしは言っておく。あなたがたの義が

律法学者やパ リサイ人の義にまさっていな

ければ，決 して天国に， はいることはでき

ない。」(マ タイ5：19-20)

この 説教の後の方ではこう言われていま

す。

「だから，何事でも人々か らしてほしい

と望 むことは， 人々にもその とお りにせよ。

これが律法であり預 言者である。

狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大

きく， その道は広い。 そして，そこからは

いって行 く者が多い。

命にいたる門は狭く，その道は細い。 そ

して，それを見いだす者が少ない。」(マ タ

イ7：12-14)

そ して，この説教を次のように結んでい

ます。

「『それで，わたしのこれらの言葉を聞い

て行 うものを，岩の上に自分の家を建てた

賢い人に比べることができよう。

雨が降り，・洪水が押 し寄せ，風が吹いて

その家に打ちつけても，倒れることはない。

岩を土台としているか らである。

また，わた しのこれ らの言葉 を聞いて も

行わない者を，砂の上 に自分の家を建てた

愚かな人に比べることができよう。

雨が降 り，洪水が押 し寄せ，風が吹いて

その家に打ちつけると，倒れてしまう。そ

してその倒れ方はひどいのである』。
ことぱ

イエスがこれらの言を語 り終えられると，

群衆はその教 にひどく驚いた。
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それは律法学者たちのようにではなく，

権威ある者のように，教 えられたか らであ

る。」(マ タイ7：24-29)

イエ ス ・キ リス トの教 えと行ないを記し

たマタイの記録を読み， どうして主が地上

に来て，教えと導きを施 されたのか，その

大切 な目的を学ぶのは非常に素晴らしいこ

とです。聖典 を読みながら，「人に不死不滅

と永遠の生命 とをもたらす」(モ ーセ1：39)

とい うキ リス トの使命を理解できない人が

はたしているものでしょうか。.表現 は様々

に異なりこそすれ，その使命 について主は

幾度 とな く語 られたのです。 不死不 滅 と

永遠の生命を得るには，キ リストとその御

父を愛し，隣 人を愛するという原則を実践

しなければなりません。主が説かれた教え

はすべて，私 たちを幸福 にし，より』充実 し

た豊かな生活を得させるための ものであ り，

神 のみ もとで永遠の生命にあずかるという

究極的な約束を伴うものです。忠実な人に

約束されている祝福 を軽く考えた り，また

その祝福 を受けるにふさわしい者になろう

とせず， この受け継ぎを危うくしている人 ・

が 多いのはどうしたことなのでしょうか。

マタイの記録の中には， 自ら選ばれた12

人の弟子たちに教えを授け，邪悪な人々に

悔い改めを叫び，たとえ話によって群衆に
いや

教 え， また，病 む者を癒 し，死者をよみが

えらせ るなどの業 を行 なわれたキリス トの

姿が描かれています。 キリス トは御 自身の

教会 を組織し，背教のあることを警告 し，
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●救い主の教えに'う

天父から託された使命を果たされました。

そして十字架に・かけら畿 ，葬られた後よみ

がえったのです。それはす べて，キ リス ト

御 自身が， また過去の矛言者たちが予言し

たことでした。

それらは皆事実 とな ゆました。 これ もま

た予言されていたことなのですが，イエス・

キリス トの福音が，原始教会 とまった く同

じ組織を持つ教会を伴って回復されたので

す。新 旧約両聖書は共に回復があることと，

モルモン経の出現を明らかにしています。

末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト教会が組織され

て間もなく， ジョセフ ・スミスは 自ら信仰

箇条と呼んだ，教会の教えを簡単にまとめ

たものを作 りました。 それは救い主が在世

中に残された教えと完全に一致するもので

す。

教会の信条を見事 に表現 したその最後の

条，第13条 にはこう書かれています。

「われらは，正直，真実，貞潔，慈善，

高徳なるべきこと，およびすべての人に善

を行うべきを信ず。まことにパウロの訓戒

に従うというを得べ く，われ らはすべての

ことを信じ，すべてのことを望む。すでに

多くのことを堪え忍びたれば，あらゆるこ

とを堪え忍び得んことを望む。 もし何 にて

も，徳高きこと，好ましきこと，よき聞え
ほ

あること，あるいは褒むべきことあらば，わ

れらはこれらをたずね もとむるものなり。」

この宣言には，救い主が 自ら実践 し，雄

雄しい働きを通して人々にも教えようとさ
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れた徳のあらゆる面が言い表わされていま

す。子供 たちはこれを暗記するように言わ

れ，宣教師は名刺に印刷 しています。私た

ちはこのような素晴らしい理想を説く組織

に属することを.誇りにし，よく友人や求道

者 たちに説明します。

しかし私たちは，人前で 口にするだけで

なく，どれほどの決意をもって，これを実

生活の中にま じめに，また正直な気持ちで

取 り入れようとしているでしょうか。私た

ちは皆，それぞれの生活を振 り返 り，混迷

する世 にあっても，戒めを守 り，正しい模

範 となり， 人々によい影響を及ぽすべく決

心 しなければな りません。正直，あるいは

純潔，高潔であるという点に関して，大体

とか， ある程度 とかいうことはあ り得ませ

ん。いやいやながら人に善意を示すという

ようなことができるで しょうか。私たちは

自分のすべてを捧げなければな りません。

心構 えを変 える必要があ ります。陰口，中

傷，悪意に満ちたうわさ話などをやめ，互

いに助け合わなければなりません。特 に，

地方政治， 国政の分野で，正 しい主張を支

持する善良で正直な代表を選び，党派心 を

捨て，共に公益のために働 く必要があ りま

す。 口先だけでなく，私たちは 「何にても，

徳高きこと，好 ましきこと，よき聞えある
ほ

こと，あるいは褒むべきこと」 をたずね求

めなければな りません。

キ リス トが律法学者やパ リサイ人に語っ

た次の言葉 によく注意して下さい。
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私たちは皆，キリス

トの教会の会員とし

て，平和，自分や子

孫がより充実 した生

活を営むこと，主の

戒めに従っていくた

めに必要な力を求め

ています。

L_____藷

「『「この民は
， 口さきではわたしを敬 う

が，その心はわたしから遠く離れている。

人間のいましめを教として教え，無意味

にわたしを拝んでいる」』。

それからイエスは群衆を呼び寄せて言わ

れた， 『聞いて悟るがよい。

口にはいるものは人を汚すことはない。

かえって， 口か ら出る ものが人を汚すので

ある』。」(マ タイ15：8-11)

マ タイはまた， イエスを試みようとした

パ リサイ人について書いています。

「『先生
，律法の中で，どのいましめがい

ちばん大切なのですか』。

聖徒の道/1983年5月 号

イエスは言われた，『「心をつ くし，精神

をつ くし，思 いをつ くして，主なるあなた

の神を愛せよ」。

これがいちばん大切な，第一のいましめ

であ・る。

第二 もこれと同様である。「自分を愛する

ようにあなたの隣 り人を愛せよ。」

これ ら二つのいましめに，律球全体と預

言者とが，かかっている』。」(マタイ22：36-

40)

次 にマタイ23，24章 を見てみましょう。

そこにはキリス トの再臨に先立って起こる

苦難や災害 について書かれています。キ リ

ス トのみ言葉に込められている思いを理解

し， 人類に対する主の愛を感 じることがで

きるで しょうか。それができたら，今度は

人を罪から救い，墓からよみがえらせるた

め に苦 しみを受けて下 さったことへの感謝

の気持 ちを，信仰 と行 ないによって示すよ

う心か ら努 力しなければな りません。

あなたは次のキリス トのみ言葉の中に，

その憐みの深さを感 じることができるでし

ようか。

「『ああ
，エルサレム，エルサ レム，預言

者たちを殺 し，おまえにつかわされた人た

ちを石 で打ち殺す者 よ。 ちょうど，めんど

りが翼 の下にそのひなを集めるように，わ

たしはお まえの子らを幾たび集めようとし

だことであろう。 それだの に，おまえたち

は応じようとしなかった。

見よ，おまえたちの家は見捨てられてし
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●救い主の教えに従う

まう。

わたしは言っておく，「主の御 名によって

きたる者 に，祝福あれ」 とおまえたちが言

う時までは，今後、ζ・たたび，わたしに会 う

ことは ないであ ろう』。」(マ タイ23：37-

39)

私 たちは皆，キ リストの教会の会員 とし

て，平和， 自分や子孫が より充実した生活

を営むこと，安 らぎ，そして，主のみここ

ろにかなった生活をし主の戒め に従 ってい

くために必要な力を求めています。 では，

私たちには何が求められているので しょう

か。

神は言われる。

「あなたの仕事は世 界を良くすること
。」

私は答える。

「一体 どうすればよいのでしょう。

世はか くも大きく広いのです。

これほどまで に乱れているのです。

私はあまりに小さ.く，カ もありません。

私 にできることなど何ひとつないのです。」

しかし神はその知 恵をもって答えられる。

「よりよい 自分を築きなさい。それだけ

で良いのです。」

蜜 ホームテ ィーチ ャーへの提案

担当家族 との話 し合 いの中で，以下

の点を強調する とよいで しょう。

L主 が説かれた教 えはすべて，私た

ちを幸福 にし， より充実 した豊か

な生活を得 させるためのものであ

り，神のみ もとで永遠の生命にあ

ずか るという究極的な約束 を伴 う。

2.忠 実な人 に約束 されている祝福 を

軽 く考えた り， またその祝福を受

けるにふさわ しい者になろうとせ

ず， この受け継 ぎを危 うくするよ

一うなことをしてはならない
。

3.自 分 自身の生活 を振 り返 り，戒め

を守 る決心 をす る必要がある。

●話し合いを進めるために

1救 い主の教 えに従 って生活するこ

との大切 さについて， 自分の経験

や感 じていることを話す。また家

族 とも感 じていることを話 し合 う。

2.こ のメッセージにあ る聖句や言葉

で，家族 と一緒に読み，話 し合い

たいものはないだろうか。

3.訪 間する前に，家長 と話 し合って

お く必要はないだろうか。 また救

い主の教 えについて定員会指導者

や監督か ら家長にあて られたメッ

セージがないだろうか。
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私綴管臨講諸ヒ瀦
をしていました。私は最後に残 った子供 を

車 に乗せ;r食 料を積み込んでいました。妻

ば玄関の所 に出て来るとうれしそうに言い

ました。「さあ，これで準備完了よ。」彼女

が玄関の ドアをロックして閉めようとした

時，私 は自分の鍵 を持 っていないのに気づ

きました。 「あっ，待 って…… 閉め ないで

一」私はとっさにそう叫びましたが，後

の祭りでした。

一瞬
，私は腹立たしさを覚 え，妻のせい

だと言わんばか りに 「鍵が家の 中に置いて

あるんだぞ!」 と言いました。

幸いにも，鍵 をかけ忘れていた窓があっ

たため，さほど時間をかけずに家の中に入

ることができ，私の気持ちは収 まりました。

私 は私 の感情 を害した妻を 「許 して」や り

ました。

後 にこの経験を 思い返してみて，私は自

分 自身の失敗を正当化するために，それを

妻のせいにしてしまっていたζとに気づき

ました。私は 自分の抱いた悪感情によって

妻を悪者にし， 自分を哀れな犠牲者に仕立

てていたのです。

実際の ところ，私の感 じ1た腹立たしさは

彼女には何の責任 もなかったのです。それ

は私 自身が 自分の行ないに対する責任 を素

直に受け入れようとしない・ところから生ま

れたものであり，明らかに彼女は私の許し

を受ける必要 などなか ったのです。 私

の方こそ彼女の許しが必要でした。

私が抱いたそのような気持ちこそ本当に

悔い改める必要があ りました。 もし彼女の

聖徒 の道/1983年5月 号 11



「イエス ・キリス トの福音こそ

結婚における様々な問題の解決法，

それも非常に実際的な解決法であると

私は確信 しています。」

方が何か間違っていたのであれば，彼女が

悔い改め私が許すことによって問題は屏決

していたで しょう。 しかしこの場合，夫婦

としての仲を取 り戻すには私の方が悔い改

めるだけで十分だったのです。 しかも，た

とえ彼女に責任があろうがなかろうが，私

自身が悔い改めること，つ まり自分の中か
いきどお

ら憤 りの気持ちをなくすことは必要 である

ことを私は悟 りました。つ まり悔い改めを

しないで(許 すことをしないで)思 いや り

を持つことはできないということを悟 った

のです。同時にこのふたつの態度をとるこ

とはできません。

こうしたごくささいな出来事から，私た

ちは許 し，愛，思いやりといった大切 な真

理を知ることができます。私は こうしたキ

リストを模範とした態度が結婚を取 り巻 ぐ

大小様々な問題に対処す る基となることを

知りました。 そのような態度は非常 に緊張

した状態にある人々にさえ一致 をもた らす

ことができるのです。

結婚および家庭問題専 門のセラピス トと

して，私は時折結婚生活における問題 を過 一

大視 し， もはやどうすることもできないと

感 じて いる人々 に出会 います。フラッグ

(仮 名)姉 妹もそのひとりです。彼女は愛の

ない結婚生活の中での虚無感を私 にひしひ

しと訴えてきました。彼女にこれから一年

後の生活を想像してもらい，どのような結婚

生活を送 っていると思うか話すように言う

と，㌔稼女の表情は失望 から絶望へ骸変わり

ました。彼女の中には決して今以上 に良く

なるはずが訟 いという確信があったのです。

自，分 にはもはや夫を愛する気持 ちはなく，

夫は冷淡で，無関心で， 自分の世界ばか り

に閉じ込もっ亡いると言うのです。夫は彼

女のだめに時間をさくことはせず， まして

や、ζ・たりのための時間など望むべ くもあ り

ません。暴力こそ振るいませんが，夫の心

は自分から遠 く離れてしまっている と言う

のです。

フラッグ姉妹の場合 には，次のような状

態にあることが分か りました。(1)ま った

く望みのない状況に直面 して無力感を味わ

っている。(2)夫 か ら孤立していることで

情緒的に重圧 を感じている。(3)自 分 は環

境の犠牲者であると思い込んでお り，夫の

行動のゆえに自分は惨めな状態 に追 いやら

れていると信じている。(4)福 音 を，実際

に自分の状況には役立たない理想のものと

みている。(自 分の味わっている苦悩は，福

音の原則は適用できない例外的なものであ

ると言い張っているように見えます〉

イエス ・キ リス トの福音こそ結婚 におけ

る様 々な問題の解決法，それ も非常に実際

的な解決法であると私は確信 しています。

たとえ中には聖典の勧告を 「抽象的」過ぎ

るとか 「理想的」過ぎるという夫や妻がい

たとして も，私は福音がいか に個 人や夫婦

にとって幸福の源 となり，結婚生活の問題

12



に対する解答を用意しているかをよく知っ

ています。必然的に私はフラッグ姉妹 に，

3つ の大切な福音の行ない，すなわち許し，

愛，思いや りがいかに彼女 と彼女の夫が問

題を解決する上で役立つか説得 に努め まし

た。私は，かつて玄関の戸が閉まった時に

腹立た しさを感 じたのは妻の 「せい」であ

る と思ったように，フラッグ姉妹にも自分

の惨めさを不当に夫の 「せい」 にしてはい

ないかを考えてもらいました。妻のせいで

あったにしろそうでなかったにしろ，私 自

身のとった態度を彼女 のせいにすることは

間違 っていました。私は怒りの気持 ちを抱

くことで，妻に対する思いや りの心を閉ざ

していたのです。フラッグ姉妹の場合 もこ

れ と似ています。夫のせいであったにしろ

そうでなか ったにしろ，フラヅグ姉妹の抱

いた虚無感が，夫 を思いやりの気持ちで見

守れないことを訴える言い訳となっていた

のです。

このように言ったか らといって，私はフ

ラッグ姉妹の夫には悪い点がなく，解決策

は要するに彼女の考 え方を変えるだけでい

いなどと言 うつもりはあ りません。 しかし，

自分の置かれた状況に対する彼女 自身の見

方 にも問題があることを指摘 しているので

す。彼女は自分の無力さを訴え続けること

で，かえって絶望感を深めているのです。

かりに，フラッグ姉妹が言っているよう

に， ご主人が事実冷淡で無関心であったと

しましょう。 また彼女の話がなにもかも本

当であった としましょう。それでもなお，

彼女は福音の原則に添った生活をすること

により，現状 を改善するためにできること

がたくさんあるはずです。夫がそれに対し

て反応を示 し，変わってくれるという保証

はどこにもありませんか?そ れでもなお彼

女は虚無感や絶望感か ら抜け出して自分 自

身のために， より良い生活を築いていくこ

とができるし，さ らにはそれが夫にまで良

い影響を与えるか もしれないのです。

このフラ ッグ姉妹のような状況にある人

人が，今抱えている問題に対 して 自分 自身

から何らかの手を打つ ことができるという

ことに気づ くなら，彼 らは問題解決の第一

歩を踏み出していたことで しょう。私は，

フラッグ姉妹と同 じような虚無感を持つひ

とりの男性を診た時の ことを覚えています。

この男性は どのような手を打って も， 自分

の結婚生活上の問題を解決することはでき

ないと信じきっていました。 たとえ彼が虚

無感を心か ら感じていたのだとしても，そ

うした感情は彼 自身の置かれている状況か

ら必然的に生じてきたものではな く，妻の

非を訴える手段 として彼 自身で生み出して

いたもので した。それ 自体彼にとって，現

状を打開で きないまま，状況に屈 している

「証拠」なのです
。

このような気持ちを抱くことによって，彼

は妻の 「過 った行動」 に対 して仕返しをし
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ていたのです。

ではそのような気持ちに対処するにはど

のようなことが考えられるでしょうか。 フ

ラッグ姉妹のように， 自分の中か らそのよ

うな気持ちを捨て去 り，代 わ りに許し，愛，

思いやりといったキリス トのような態度を

身につけることができます。虚無感を感 じ

ながら同時に許しの精神を持つことはでき

ません。 自分の無力感を訴え統けるか，心

を主に向けて問題解決に乗 り出すか， この

いずれかしかないのです。

他の人に対する私たちの悪感情が， その

人の態度にも増して問題の本質を成してい

るのです。他の人の行動 によって，思いや

りの気持ちや許しの精神が私たちから失わ

れるのではなく，私 たち 自身で許そうとす

る自分の心 を閉ざしてしまうのです。個 人的

な平安 を得るには， まず怒りの気持ちを悔

い改めることが必要です。

教義 と聖約64章10節 の意味を考えてみて

下さい。「主なるわれは，その赦さんと欲す

る者を赦す。 され ど汝 らにはすべての人を

赦すことを求めらる。」伴侶を許そうとする

態度こそ，大切な第一歩と言えます。一番

大切なふたつの戒めに対する信仰を行使す

ることにより，私たちはそこから祝福 を受

けます。すなわち主を真心から愛すること

によって，私たちの置かれている状況 に対

して別の見方をすることができます。 また

自分の夫または妻を自分 自身のように愛す

14

ることで，伴侶 をもっと思いやりの気持ち

で見られるようになり， もはや絶望感を味

わわないで済みます。そうすることで福音

を拒む道ではなく，福音の道を歩むように

なるのです。、

私たちの情緒面の重荷は， 自分が無力で

はないことを 自覚する時に軽減されます。

これは，単なる机上論的な信仰ではなく，

人々の心や生活の中で力を発揮する信仰と

言えます。福音の もたらす賜のひ とつ に，

神1ま，チャレンジに伴 う悲しみを知り・私

たちに関心を寄せている御方であるという

信仰が挙げ られます。 このように，福音の

肝心な部分に心 を向ける時 に私たちは確信

を得，今 までの無力感を捨て去ることがで

きるようにな ります。たとえそのような気

持ちが残っている としても，以前に感 じて

いたような絶望感 とは まったく違 った異質

の感情 となります。

「そうは言って も私たちが被害者である

という事実は変わ らないと思います。はた

して私たちの伴侶の行ないが変わって，私

たちは今 までとは違 った感情を持つことが

できる ものでしょうか」と言う人がいるか

もしれません。

福音は私たちに次の ように教えています。

すなわち私たちは 「何事 も自分の心のままに
し

行いほかから強いられることはない。……お

よそ人間のためになるものは何でも与え られ

る。」(II二 一ファイ2：26-27)言 葉 を変え



_____________ _噌一■■■■■■■

自分の夫または妻を自分自身のように愛することで，

伴侶をもっと思いやりの気持ちで見られるようになり，……

福音の道を歩むようになるのです。'

て言 うならば，私たちの伴侶が どんな態度

をとりどんな間違いをしようが，それ らは私

たちが正 しいと思うところに従 って生活す

るのを差し止める力はないということです。

もちろん，それらに対処 していくのに魔法

のような方法はありません。しかし，もし夫

が妻を思いやりの気持 ちで見るなら，つ まり

妻の 「間違い」に慈悲の気持ちをもって接 し

てあげるならどうでしょう。妻の考え，妻

の悩みを理解 してあげられるのではないで

しょうか。妻が 自己を正当化するためにと

っている態度を分かってあげられるのでは

ないでしょうか。 またどうしてお互いの問

題を協力 して克服できるか考え，将来に望

みを託することはできないものでしょうか。

福音からみれば， それらはすべて可能です。

このような新たな態度で接する時 に，私

たちは 「心のままに」より良い夫婦関係 を

築いていくことができるのです。 自分が犠

牲者であると言い張るのではなく，お互 い

に 「偽 りのない愛」(IIコ リント6：6参 照)

を注ぐために，説得力があり，優しく，謙

遜で，親切な人になる機会を見つけるので

す。主がご覧になるような見方で，伴侶 を

見るのです。つ まり自分 自身，夫，妻，結

婚に対 して，福音に添った生活か ら生まれ

る新 たな見方をするのです。そして人を責

め，腹を立て，絶望する代わ りに， 思いや

りを持つのです。

このような心の変化は，ほんの始まりに

過 ぎません。 それは夫婦間の問題を一夜に

して変えて，しまうものではないかもしれま

せん。 しか し，お互いに思いや りをもって

接することにより，極めて効果的に問題解

決への扉を開くことができるのです。確か

に，偽 りのない愛や思いやりの海る態度か

ら力と影響力が生まれてきます。 こうして

私たちは結婚生活に良い影響をもたらすこ

とができるようになるのです。

もちろん，伴侶が態度を改めようとせず，

、そのために私たちが望むような結婚生活の

一致が得られない場合 もあります。 たとえ

そのようなことがあって も，私たちはやは

り腹立た しさや無力感を感じることなく，

人生に意義と豊かな報いを見いだすことが

できます。私たちは無力で もなければ，境

遇の犠牲者でもないからです。

このような状況の中では，一方が思いや

りある生 き方を始めると，相手の 「問題」

の多くが消え失せてしまうことがしばしば

あ ります。私たちが恨みや敵意を持ち続け

ている時には，相手 にある問題 というのは，

実は自分 自身のそうした気持ちを正 当化す

るためにこちらで作 り出していることが 多

いのです。 自分 自身の思いや りのなさを悔 ・

い改めると，こうした恨みや敵意は消え，

愛する伴侶を新 たな光の中で見れるように

なります。そ して，私たちは相手に望んで

いたような、思いやりある伴侶に自分 自身が

なれるのです。 そうして私 たちは相手の生
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救い主の頃いを受け入れて自分の心を

変えることは，夫婦関係や家族関係の

改善を含めいかなる関係改善にとって

も欠かせないものです。

活に祝福 をもたらし始めるのです。

ヨハネは次のように言っています。「主は，

わたしたちのためにいのちを捨てて下さっ

た。 それ によって，わたしたちは愛 という

ことを知 った。 それゆえに，わたしたちも

また，兄弟のためにいのちを捨てるべきで

ある。世の富を持 っていなが ら，兄弟(夫 ，

妻，子供)が 困っているのを見て，あわれ

みの心を閉じる者 には， どうして神の愛が，

彼のうちにあろうか。子たちよ。わたした

ちは言葉や口先だけで愛するのではなく，

行いと真実とをもって愛 し合おうではない

か。」(1ヨ ハネ3：16-18)

福 音 は，結婚生活における問題解決の鍵

です。救い主の腰いを受け入れて自分の心

を変えることは，夫婦関係や家族関係の改

善を含めいかなる関係改善 にとって も欠か

せないものです。他 の人々が しようとする

ことを私たちが決めることはできません。

しか し許 しや愛，思 いや りの精 神 を携 え

たキリス トの福 音が私 たち には与え られ

ています。福音と私 たちの自由意志によっ

て，私たちは 自分の行なおうとすることを

自分で決めることができるし，結局 は自分

のまいた思いを刈 り取ることになるのです。

ですから，私たちは 自分で恨みや悪感情に

土台をずえることも，あるいはま左家庭 に

平安と調和をもたらすために思いやりある

生活のたねをまくこともできるのです。

r㎜ 嵩㎜ 踵脚 ㎜ コ㎜ ヌ脚 脚 脚 脚 脚 脚 脚 脚 ～

話し合いのために

「思いやりある伴侶になる」の

記事を読んでから，以下の質問を

ひとりで考えてみるか，夫婦で話

し合ってみましよう。

/.私 の結婚生活における特別な

問題に対して福音はどのよう

にその解決策となり得るだろ

うか。

2.自 分は伴侶に対して常に 「感

情に左右されない心」の持ち

主だろうか。お互いが自分の

行ないに責任を持つ時に，結

婚生活はどのように改善され

るだろうか。

3.筆 者は，私たちの抱いている

感情が責任を回避させること

になると言っている。そのよ

うな感構はどうしたら取り除

けるだろうか。

4.「 思いやりある」結婚生活と

はどういうものだろうか。私

たちが 「へりくだる心と悔い

る精神」を持つなら，お互い

にどのような接し方になるだ

ろうか。

L_伽 動。画面画面画面画面画面画面繭面面___語
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工ロール・ベネット●タヒチサッカー界のスターが示 した勇気

触触触触噌触 噌触噌喚喚・触噌

「 β で も狂ったのか。」末 日聖徒 イエヌ ㍉
ス 。キ リス ト教会の会員にな りた

いという息子エロールの言葉 に， 父親は激
さ た

怒しました。「正気の沙汰とも思えん。自分r

が 築きあげてきたものを全部捨てることに

なるんだぞ。全部だ。 自分のしてることが

どういうことか分かっているのか。」

息子の言い分など聞く耳持たぬとばかり，

彼は言いま した。「どうしてもと言うのなら，

もうお前の顔 など見たくもない。 自分の荷

物をまとめてこの家を出て行 くんだ。 二度

と敷居はまたがん覚悟でな。」

もちろん， 父親とのこういうや りとりは

これが初めてではあ りませんで した。 エロ

ールがバプテスマを受ける決心ができない

でいたのは，父親の猛烈な反対があったか

らなのです。 しかし， 父親が反対するその

陰には，耳慣れない宗教への単なる反感以

上のものがありました。エロール ・ベ ネッ

トがこの教会の会員になれば，タヒチサッ
r
カー界 トップスターとしての輝かしい生活

に終止符を打つという結果になるのは火を

見るよりも明らかで した。

南太平洋諸 島のサ ッカー熱には，南アメ

リカやヨーロッパの国々のそれに一脈通ず

るところがあります。 タヒチでは，サッカ

ーはほかのどんなスポーツよりも多くのフ

ァンがいて，そのフ ァンたち は寄 る と触

るとサッカーの話ばかりしています。 です

か ら，サッカーで優勝 ともなれば，まさし

く全タヒチの英雄 ということになります。

エロール ・ベネッ トは27歳 の時すでに， タ

ヒチ第1リ ーグの首位 チームのキャプテン

として，その栄誉 を勝ち取っていました。

エロールの名を知 らぬ者はなく， どう見て

も，彼の トップスターとしての座は当分揺

らぎそうにありませんで した。175セ ンチ

のやせ た体つ きからは，彼がそのような優

れ た選手であるなど とは思いもつきません。

また，笑みを絶やさぬその表情 と柔 らかな

物腰は，全段抜きの大見出しで書かれる 「怪

物ベネッ ト」「情無用のベネッ ト」「得点王

ベネッ ト」 といった表現からは想像 もでき

ません。

エロールは1977年 の その夜，妻と一 緒に

父の家へ車を走らせる途中， 自分 たちの生

活を大きく変 え始めていた出来事 を頭に浮

かべながら，一体 それを父にどう切 り出し

たらよいのか，あれこれ考えていました。

タヒヂにはプロスポーツはなく，工ロー

ルも日中は首都のパペーテで警官 として働

いていました。 エロールに初めて教会のこ

とを紹介したのは，市の財務部に働 くひと

りの友 人でした。ベネッ ト夫妻を家庭 の夕

べ に招いた リシス ・テロアテアというその

友 人は，当時パペーテ ・タヒチステーキ部

第3ワ ー ド部の監督をしていました。

ベネッ ト夫妻は楽しくひと時を過ごし，

「幸福の探求」 という映画に強く心を動か

されました。それからも何度か招待 される

ことがあ り，エロールはます ます教会への

関心を募 らせて いき ました。エロ ールは

後にこう言っています。「監督は福音の原則

をとても分か りやすく教えてくれ ました。

そして私も妻 もバプテスマを受けなければ

と強く思いました。」
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触噌 触噌噌触触触 触噌唾・噌噌

この教会に対して偏狭な考えをする人は

いなかったものの，エロールを擁 して リー

グの トップの座 にいたセ ントラル ・クラブ

というチームにとって，エロールのその決

意は， まった く寝耳に水のことでした。南

太平洋諸島では大体そうなのですが， タヒ

チで もサ ッカーの試合はすべて 日曜 日に行

なわれていました。 セン トラル ・クラブの

役員たち も，モルモンは 日曜 日にはスポー

ツでなく，何かほかのことをしているとい

うことは知 っていました。前途有望な若い

選手がこの教会へ入って しまうと， 日曜 日

の試合 に欠場するというケースは，このチ

ームで前にもあったことなのです。 エロー

ル ・ベネ ットの決意は，間違いなくサッカ

ー選手 としての生活の終わりを意味 してい

ました。

エロールを初めとする末 日聖徒になった

選手 たちの 日曜 日に対する態度は， 筋の通

ったもので した。エロールはすでに，バプテ

スマを受けたら 日曜 日の試合には出ない と

宣言していました。 たとえ好きなサ ッカー

といえども，教会に優先させることはでき

ませんでした。セ ントラル ・クラブの代表
しゆうきゆう

であると共 に，蹴球連盟会長を務め， タヒ

チスポrッ 界で大きな影響力を持つナポ レ

オン ・スピッッ氏が，現地区代表， 当時パ

ペーテステーキ部長の任にあったビクター ・

D・ ケイブに電話をし， エロールが 日曜 日

に試合ができるよう，何とか特別に許可す

ることはできないだろうかと頼 み込みまし

た。事は単にサッカーの試合だけの問題で

はなく， タヒチ全体 に影響を与える問題だ

ったのです。

ステーキ部長は丁寧に，要を得た返事を

し'ました。「それはエロール 自身にお尋ねに

なるべき問題だと思います。彼の考えを聞

いてみて下さい。彼はバプテスマを受ける

と決めています。 自分で どう思ってるか，

スピッツさんにお話する と思いますが。」

しかしエロールにとって，この種の問題

は，心から愛 し尊敬 していた父，サッカー

選手としての 自分の実績を本当に誇 りにし

ていてくれた父の意に背かなければならな

いことに比べれば，そう困難なことではあ

りませんでした。

当時のことを語るベネット兄弟の言葉 を

聞 くと， 父親の理解を得 られないために随

分 と心を痛めていたことが分かります。か

つてはどんな時にも心が通い合っていた父

なのに， この時ばか りは決して心を開いて

くれませんでした。「お前は私 との間に壁を

作ってしまった。 これ以上お前に言うこと

は何もない。」そして，やがて生まれてくるこ

とになっていたエロールの3番 目の子供の

顔 も，見たい と思わない とまで言ったので

す。

そあ晩，エロール夫妻は涙なが らに，父

親の家を後 にしました。心は悲しみで張り

裂けそうでしたが，それでも福音を拒むこ

とはどうして もできませんで した。 こうし

てふたりには， たとえどのような問題にぶ

つかって も決 してひるまないだけの強い信

仰が求められることとなったのです。

エロールはその時まだ教会員にはなって

いませんでしたが， まず友人でもあるテロ
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ったら，わしの方から行 くつ もりでいたん

だ。」

そしてこう続けました。「お前は自分の事

で 多くの人をがっか りさせ ることは知 って

ると思う。 日曜の試合に出ないということ

は，サ ッカー選手 としてはやっていけない。

ナポレオン ・スピッツ も，お前ひとりの都

合を考えて リーグ全体のスケジュールを変

えたりはしないだろう。で も， これはお前

が 自分で決めたことだ。 このことはもう二

度と口に出さんでくれ。わ しか らの頼みは

それだけだ。 もう済んだことだ。」

今でこそふたりの関係は前と同じように

親密なものになっていますが，精神的なし

こ りはバプテスマの時まで続きました。エ

ロールはこう言っています。「あの 日のこと

は今でも覚えています。私たちはその時ま

で多くの苦 しみにぶつかってきていました

が，何をなすべきかは知 っていました。そ

れで も私は，すべては良 し，その道を進む

べしという，最終的な確認としるしを主御

自身から頂きたいと思 いました。

私は家の近 くにある山に登 り， ひそか1こ

祈 りを捧げ，主に自分の思いを話 しました。

そして，これから進 もうとしている道は正

しい ものであるか どうか， その確証が与え

られるように祈 り求めました。家へ帰る途

中，山の中腹でもう一度， 同じ祈 りを捧げ

ました。

家 に近 い所 まで来る と，車 が1台 止ま

っていました。 それはガブ リエル ・バイア

ヌイという，ユ0年近くの間，教会にはほん

の時たましか顔 を見せることのなかった教

会員でした。ガブリエルは市揚 に行 った時，

エロール ・ベネッ トは結局モルモン教会へ

は入らないと決 めたそうだとだれかが言う

のを聞いて，まっすぐ私 の家へ来たのです。」

エロールは，神はバイアヌイ兄弟を通 し

て， 自分が求めていた答えを与 えようとさ

れているのだと思い，すぐに聞きました。

「ガブ リエル
，私はきょうバプテスマを受

けるべきだろうか。」すると何のためらいも

ない答えが返ってきました。「エロール，ど

んなことがあってもバプテスマを受けるべ

きだ。教会から離れ ちゃだめだ。」

エロールは彼の助言に感謝して，こう言

っています。「それこそ本当に私が求めてい

たものでした。 そのわずかな言葉が，私に

欠けていた勇気を与えてくれました。」

バプテスマ会は予定通り進め られました。

会が終わってか ら，エロールは しばらく考

えました。 チームの者からは祝いの言葉も

なければ，非難の電話もあ りませんでした。

そして，静かに夜が重けていく頃，彼は決

心 しました。 どっちつかずの態度で苦 しん

でいるのは良 くないことであり， 日曜日に

試合をしないとなれば，練習をしても何の

意味もなかったのです。エロールは次の 日

スピッッ氏と話し， 自分のポジションは他

の有望な選手に譲 り渡 し， 引退しようとし

ました。

しか し， スピッツ氏の言葉は彼を驚かせ

ました。「しば ら，く保留ということにして欲

しい。今週末に連盟の役貝会がある。それ

まで待 って欲しい。」

数 日後，その会のことを聞かされたエロ

聖 徒の道/1983年5月 号・ 21



工ロール・ベネット● タヒチサッカー界のスターが示 した勇気

触噌触喚噌触噌触噌噌触触噌

一ルは 自分の耳を疑いました。 スピッツ氏

は席上，他の役員たちに，セ ントラル ・ク

ラプは 日曜 日には試合 をしないことに決定

したと通知し，泊 曜 日の試合は選手たちが

家族と一緒に過ごす妨げ となっており，容

認できない慣行である，他のチームがどう

するかに関係なく，セン トラルは 日曜 日の

試合には出場 しないと話 したのです。

それからその件 について投票が行なわれ，

以後第一 リーグは全試合を平 日の夜間に行

なうという，満場一致の結論 が出たのです。

タヒチの某 日刊紙のスポーツ記者 ミカエ

ル ・フェランド氏はこの会に他のクラブの

代表として出席していましたが，その時の

ことを現在 もよく覚えています。 彼は笑顔

を見せながらこう言って い ます。 「もちろ

ん，試合 日程変更の要請の真意が どこにあ

るのか，出席者は皆知っていました。 スピ

ッッさんはセ ントラルの代表 として発言し

ていました。 選手 とその家族の生活に及ぽ

す影響 とか，彼はなぜその志うに変更すべ

きなのか もっともな理由を幾つか挙げまし

た。でもそれがすべて工ロール ・ベネッ ト

のモルモン教会加入に端を発 していたこと

は，出席者全員に周知の事実だづた と思い

ます。」一般の人々の反応は様々でしたが，

選手たちはその新 しい申し合わせ を歓迎 し

たようでした。 フェラン ド氏は言います。

「長年続けてきたことを変更するのは大変

なことです。フ ァンの人たちはそれまで何

年 もの間， 日曜 日にはサ ッカーの観戦をし

ていたのです。それが突然，平 日の夜に変

わるというのですか らね。スポーツ記者の

中には疑問視する者 もいましたが，この変

更 に対 して批判する者はだれ もいなくなり

ました。 結局，エロール ・ベ ネッ トが絶対

的人気を博 していたということです。彼は

タヒチの英雄です。その英雄 をわざわざ批

難 しようという記者はいませんよ。」

工ロール ・ベネッ トがバプテスマを受 け

た1977年 以 来，タヒチ第1リ ーグの12チ ー

ムは平 日に試合を行なってきました。これ

はすっか り定着 し， もしエロールが現役 を

引退 する ことにな って も，変更 になるよ

うなことはなさそうです。フェラン ド氏は

タ ヒチで最 も大きいカ トリック系私立大学

の役員秘書をしていますが，こうも言って

います。

「私 自身もこれは良いことだと、盟います。

日曜 日をより神聖な時にする上で役立つな

ら， とても素晴 らしいことですよ。」

サッカーファンが 日曜 日に， こぞって教

会に来るようになったという話こそ耳 にし

ませんが，エロール ・ベネッ トのバプテス

マをきっかけにしたこの変更は，安 息 日を

聖 くするという主張の正 しさを示す以外に，

タヒチサッカー界そのものに良い影響 を及

ぽ したようです。その影響 をつぶさに観察

してきたスピッッ氏は自信をもって言いま

す。

「選手たちにとって
，平 日に試合をする

方が良いのは言うまでもあ りません。 彼ら

も 日曜 日には家族 と一緒に過 ごす方が良い

と思っています。.良 く休めるようになった

ようです。練習も試合 も内容が良くなって

います。最初の内はファンの人も戸惑った
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か も知れませんが，今では， 日曜 日に自分

の家族 と過 ごす時間を大切 に考えているは

ずですよ。結局，皆のためになったのです。」

日曜 日の試合には出ないとエロールが決

心 してから6年 たちますが，この間彼が出

場 しなかった試合は， タヒチで行なわれた

2試 合だけです。 どちらも1977年 の試合で

した。最初の試合は，バプテスマを受けた

翌 日，すなわち，あの歴史的な役員会で試

合 日程の変更が決定される以前に行なわれ

た試合です。2番 目は，全タヒチのハマチ

ームが参加するオープ ン戦
，タヒチ ・カッ

プの優勝決定戦でした。初めての年に，短

期間の予告で，決勝戦の 日程を変更するの

はどうしても無理だったとスピッツ氏は言

っています。 しか し翌年以降， タヒチ ・カ

ップの試合 日程か ら， 日曜 日は外され るよ

うになりました。それ も元をただせば，エ

ロール ・ベネットに端 を発していたのです。

福音の原則に対するエロール ・ベネッ ト

の姿勢は， もし選手生活の終わ りという形

で結論が出ていたとして も，賞賛さるべき

ものだったで しょう。 しかし， それから後

も，彼は次か ら次 と信仰の試 しを受けるこ

とになったのです。 そして再び，自スピッツ

氏があらゆる点で，その重要な役割を果た

すべき時がや ってきました。

太平洋上に散在するフランス領ポ リネシ

ア諸島のひとつ， タヒチ島は人口15万 ，フ

ランス 自治領 として，フランス本 国の議会

にも独 自に選 出した議 員を送 り込んでいま

す。ただ，あくまで も自治領で，独立国で

はないために，・タヒチのサッカーチームは

ワール ド・カ ップやオリンピックに出場す

ることはできません。それで も，4年 に一

度開かれる南太平洋競技会への参加資格は

有 しています。

この競 技会が1979年 ， フ ィジーのスバ

で開催毒れた時，エロールの安息 日に対す

る不動の姿勢はまたしても驚くべき結果を

生みました。

競技会の前 にフ ィジーで行 なわれた準

備協議会の中で，スピッッ氏は 日曜日の試

合の問題が再浮上 して くると思いました。

案 の 定， フ ィジー側 は サッカーの決勝戦

を日曜 日に組み入れてきました。 スピッツ

氏を代表とするタヒチ選手団がスバに到着

した時点でも，その問題はまだ決論が出て

いませんでした。実の ところ 日曜 日の競技

に関する問題は，決してこの大会が初めて

ということではなかったのです。 トンガや

サモア も前々から宗教上の理由を挙げて反

対 していたのですが，何としてで も変更し

ようというところまではいってなかったの

です。 しかし，1979年 の この大会の時は，

かなり情勢が変わ ってきていました。

スピッッ氏はかな りの準備をしていまし

た。 そして，実施の点であいまいにされて

いた南太平洋競技会憲章の条項を取り上げ，

日曜 日の競技を禁止する条項がある以上 そ

れに従うべきだと主張 しました。.

彼 はこう言っています。「サ ッカーの試合

は 日曜 日には行なわれ ないことになりまし

た。 エロールの欠場という事態はどうして

も避けたかったのです。彼 自身も 日曜 日の

出場ということはまったく考えていません
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でしたから，取るべき道はそれ しかなかっ

たわけです。 それともうひ とつ， バスケッ

トボールの試合 も日曜 日にはしないことに

なりました。 タヒチのバスケッ ト選手団の

中にモルモ ンが5人 いたからですよ。」そこ

まで言うと，彼は表情をくずしてこう言い

ました。「あなた方モルモンが，南太平洋の

スポーッ界に抜本的なメスを入れたのです

よ。」

何カ月もの折衝の後，ついに1979年 度 の

大会が開催され ました。末 日聖徒のキ ャプ

テンに率いられたタヒチのサッカーチーム

は， 日曜 日から月曜 日に変更になった準々

決勝でニュー ・ヘブリデス(現 在は独立し

て，バヌアツの国名)を 破 り，続く準決勝

でもニュー ・カレドニアを下し，決勝戦で

はフィジーと争って，ついに勝利を収めま

した。

いかに技量が優れているとはいえ，周囲

の人々にそれほどまでさせるとは，エロー

ル ・ベネヅ トという人物はよほど頑 固で，

独善的なのではないか と考える人がいるか

も知れません。 しかし，彼の態度にはその

ようなところはかけらも見えません。こち

らの質問に対しても，彼は静かな声で， は

にかむような表情をしなが ら答えます。彼

は福音 の原則に対しては，確 固とした決意

を持ち，まじめな考え方をする人ですが，

その子供のような笑顔を見ていると， とて

もそんな風には見えません。彼がナポ レオ

ン ・スピッツ氏のような決断力のある指導

者に愛され， チームメイ トの尊敬を集めて

いるのは，このような性格によるのか も知

れません。

安息 日を聖 く過 ごしたい という彼の思 い

は心の底からの ものです。 「た とえ大切 な

試合でも 日曜 日には出場 しません6主 の 日

にサッカーボールをキ ック したいとは思い

ませんから。」この言葉には，彼の決意のほ

どがよく表われています。そして，実際に

そういう場合 も何度かあったのです。 彼は

外国チーム との重要な試合でも， それが安

息 日の場合は出場 しませんでした。そうい

う試合が行なわれたのは，ほとんどタ ヒチ

以外の地 においてでした。 日程の決定権 を

持つ主催国が，タヒチ選手団の便宜 を図っ

てくれるというところまではいかないので

す。

そういう中で，今で も語 り草 となってい

ることが1978年 に ありました。フランスと

その海外領の全サッカーチームのあこがれ，

フランス ・カップ競技会の時の ことで した。

タヒチ蹴球連盟はフランス蹴球連盟 に加盟

してお り，タヒチチームもこれに参加 し，
は

覇を競い合います。

かな り以前か らの定めで，南太平洋地域

ではタ ヒチとニ ュー ・カレ ドニアのそれぞ

れの上位2チ ーム，計4チ ームが代表権 を

得るために争い， ここで優勝したチームが

年 に一度フランスで開かれるフランス ・カ

ップ競 技会に出場 し， フラ ンスのプロチー

ムと対戦 します。南太平洋地 区のこの予選

は1年 交替で，タヒチかニ ュー ・カレドニ

アかのどちらかで開かれることになってい

ます。

1978年 ， エロールが属するセ ントラル ・
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クラブは代表権 をかけた， この最終予選に

出場する資格を得ましたが，開催地はニ ュ

ー ・カレ ドニアで
，決勝戦は日曜 日と決ま

りま した。 スピッツ氏の説得を もってして

も，試合 日程を変えることはできなかった

のです。前の年 に，チームのけん引役 とし

て最終予選 を通過 し，フランス ・カ ップ決

勝 シリーズに参加 した時 もそうでしたが，

エロールはこの時の試合 も欠場 しました。

チームメイ トが午後からの大事 な一戦に備

えて練習をしていたその 日曜 日の朝，エロ

ールは教会へ行きました
。試会開始の笛が

鳴らされた時， セン トラルのキ ャプテンは

ひとりホテルの 自室にこもっていました。

エロールはその 日のことを思い出しなが

ら，こう言っています。「あの 日のことは忘

れられませんね。試合の終了時間が近づい

てきた頃，私はセン トラルが苦戦している

のではないかと強く思いました。試合の こ

とで主に祈るのが果たして正 しいことか ど

うか と考えましたが，主は私の立場 と，そ

れまで正 しいことをしようと努力してきた

ことを御存じだ， という確信はありました。

そして最後に，ひざまずいて，セン トラル

の選手たちが全力を発揮できるよう助けを

与えて下さいと祈 りました。」

エロールが後で聞かされたところによる

と，セン トラルは1ゴ ール リー ドされ続け，

ようやく2対2の 同点にこぎつけた時は，

試合時間は余す ところわずか60秒 しかあり

ませんでした。そして終 了間際，ぎりぎり

のところで勝利のゴールを決めたのです。

セン トラル ・クラブにとって， この試合 は

いつまでも忘れ られない一戦となりました。

1980年 ， セン トラルはフランス ・カップ

の最終予選 を再び;ユ ー ・カレドニアで戦

うことになりました。 この時，エロールは

初めか ら辞退するつもりでいました。「試合

地はニ ュー ・カレ ドニアでしたし，決勝戦

まで進んだとして も，試合が 日曜 日になる

のが 目に見えていたか らです。 欠場 という

ことになれば印象 もよくありません。私の

ポジションを別の選手に譲 っておく方が，

関係者の皆 さんのために も良いのでないか

と思ったのです。でもスピッツさんはそれ

を承知 しませんで した。ニュー ・カレドニ

ア側を説き伏せて，試合 日を土曜 日に変え

てしまったのです。」そしてその決勝戦，エ

ロールが最後のゴールをきめ，4対3で セ

ン トラルが優勝したのです。

タ ヒチにはプロのスポーツチームはなく，

国際サッカー界という観点からすれば，取

るに足らない存在だと考える人がいるかも

知れません。 ところが事実は案に相違 して，

全人 口の約25パ ーセ ントの人々が，様々な

会員制 スポーツクラブに入会 しているので

す。 サッカーが行なわれている南太平洋14

の独立国， 自治領の中で， タヒチのサ ッカ

ーは技術
，作戦のうまさ，底力など，あ ら

ゆる面で トップクラスにあ ります。 そして

タヒチサ ッカー界繁栄の象徴 とも言えるエ

ロール ・ベネッ トは， 自分の影響力が，タ

ヒチだけ にとどまることなく，広く及んで

いくのを目にしてきました。

エロール ・ベネッ トは1979年 南太平洋競

技会の折，ある新聞記者からインタビュー
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を受けた時のことを話 して くれ ました。 タ

ヒチチームのキャプ テンが安 息 日の出場を

拒否 したことに興味を持ったその記者は，

インタビューの中でこう聞いてきました。

「今生きている人の中で
，一番尊敬するの

はだれですか。」

「彼は私がだれか有名なスポーッ選手の

名前でも挙げると思っていたようです。で

も私が挙げた名前は，スペンサー ・W・ キ

ンボール，80歳 を越えられた末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の大管長で した。 いつ、か

大管長と握手がしたいという望 みから始ま

って，インタビューの残 り時間は，ほとん

ど教会の話だけでした。」

大管長 と握手 したいという彼の願いは，
くわ い

1981年2月13日 ， 大管長がタヒチ神殿鍬入

れ式のためにタヒチを訪れた時にかなえら

れました。この時エロールは，鍬 を持つ教

会幹部たちを介添えする責任 を与えられ ま

した。

エローFル・ベネッ トは現在33歳 ，すでに.

5児 の父親ですが，なおタヒチサッカー界

の トップの座に君臨 しています。パペーテ

郊外の彼の家の棚には，光輝く数多くの ト

ロフ ィーが並んでいます。彼は この10年 以

上の間，最優秀選手の地位を守 り続けてき

ました。

エロール ・ベ ネッ トの勇気は，この地域

の人々に，教会 に対する良いイメージを与

えてきまじたが，この影響力について考え

ると，興味の尽 きるところがありません。

C・ ジェイ ・ラースン伝道部長は機 を失す

ることなく，求道者が出席する集会 にエロ

一ルを招 いてきました。最近タヒチの広報

デ ィレクターを解任 されたジーン ・ティフ

ァンは感概深げにこう語 りました。「もちろ

ん，すべての人がこの教会の安 息日に対す

る考 え方に同意 しているわけではあ りませ

ん。。しかし，安息 日の過ごし方を見て，モ

ルモンを尊敬しているようですね。今なお

聖書の中の原則を忠実 に守ろうとしている

人々がいるということをたたえる声が随分

あります。今タヒチでは，選手たちはもち

ろん， 多くのファンも日曜 日にはサ ッカー

の観戦ではなく，家族 と一緒に過 ごすよう

になっています。それも元をただせば，ひ と

りの末 日聖徒から始まったことなのです。」

それにして も， まだ大きな疑問が残りま

す。 ナポ レオン ・ス ピッツ氏のような優れ

た人物が，安息 日の問題に関して，あれほ

どまでにエロールをバックアップしたのは

どうしてなので しょうか。 彼はエロールと

同じ宗教的信条を持っていたわけで もなか

ったのです。ス ピッッ氏は，大きな影響力

を持つ自治領体育委員会の理事，フランス

領ポ リネシア蹴球連盟の会長 を務めると共

に，フランス領ポ リネシア立法議会第一副

議長に選出されたほ どの人物です。エロー

ル ・ベネットの どの ようなところが，彼の

心を引きつけたので しょうか。

議事堂の政務室にスピッツ氏を訪ねた時，

彼はこう語って くれました。「それが宗教上

の強い確信によるものであることは分かっ

ていました。 その点で私は彼を尊敬 しまし

た。

彼は単 に一サ ッカー選手 というだけには
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重要な試合に勝利を収めたエロール ・

ベネットと，それを報ずる新聞記事

とどまらない人物です。 彼は歴史的に見て

もタヒチサ ッカー界最大のスターだと思い

ます。彼の態度や気質からしても，優れた

人物であることは一 目瞭然です。モルモン

になる以前からそういった優れた特質 を持

っていましたから，今ではそれは もっと大

きなものに伸ばしているでしょうね。選手

生活の中で，行 ないが悪いといって注意さ

れたようなことは一度 もありませんでした。」

エ'ロール ・ベネ ットがいつまでサッカー

を続けるかは，だれにも分か りません。で

も，あ と数年は トップ スターの座を守 り続

けることでしょう。

これ まで過ごしてきたあわただしい数年

の歳月，数々の間題，貫いてきた原則， 出

会ってきた人々などに思いをはせながら，

エロール ・ベネッ トは簡単にこう言いまし

た。 「私は本当に祝福されてきました。」
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エロール ・ベネットと家族

ノ

アテア監督に会い，助言を求めました。監

督は彼の話を聞いてから，バプテスマの間

題はさておき，まず父親 との関係 を元通 り

にするよう勧めました。それから神権の祝

福の原則につ いて話し，神権の権能によっ

て彼に助けを与えることができると説明し

ました。

その晩エロールは，長年の友人であ り，』

サッカーファンでもあったノエル ・タラチ

から，神権の祝福 を初めて受 けました。 タ

ラチは静かな声で，その問題が早 く解決さ

れ，厳しいことを言った父親 も，エロール

が帰っていくなら受け入れてくれ ると約束

しました。

翌 日，エロールは再び自動車で父の家へ

向かいました。家に近づ くと，父が前庭の

入口の所 に立 っているのが見えました。 父

親は 目に涙を浮かべながら言いました。「エ

ロール， きのうの事は許してくれ。 きのう

は一睡もできなかった。 もしお前が来なか
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欝購懸繍蟹灘織騰購
璽一デ ス ・G・ カツ灘

「そ れからはず っと幸せ に暮らしまし
たとさ」 とは，なつかしいおとぎ

話によくある結びの言葉です。カナダのア

ルバータのカルガ リーに住むネ ドラ ・レッ

ド姉妹は，おとぎ話はあくまでおとぎ話 で

あって，現実とはかけ離れたものであるこ

とを私たちに気づかせてくれました。「それ

から後，確か に幸せな時はたくさんあった

でしょう」 と彼女は説明しています。「でも，
あ

私たちが もしも死ぬまで何の困難にも遭わ

ないことを期待しているとしたら，その期

待は必ずや裏切られることでしょう。」

レッド姉妹はこう言っています。「長い人

生には山も谷もあることを忘れてはなりま
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せん。かまれることも，ひっかかれ ること

もあります。 しかもそれ を避けることはで

きないのです。」

レッ ド姉妹はそのことを分か りやす く説

明するために，彼女が 自分 の子供のように

かわいがっている子ねこを引き合いに出 し

ました。「私 にはニコデムスとルフスという

名の2匹 のねこがいます。ねこはかんだ り，

ひっかいたりしますね。 でも， それでいて，

おとなしくてかわいいものです。 もし私た

ちが人生に希望 を託し， 良い時ばか りでな

く，かみつかれる時やひっかかれる時があ

ることを考えて人生の設計を立て，、悪い時

もやがては過ぎ去るものだと思うようにす

れば，その時はつ らい思いを しても，やが

て人生は喜ば しいものとなり，落ち込むこ

とも苦悩することもなくなるのではないで

しようか。」

レッド姉妹は， 自分が何度かの厳 しい試

練の中で体験 してきたことについて しば ら

く考えていましたが，やがて， すべてを受

け入れた という穏やかな 口調でこう話し始

めました。「本 当に苦しい状態 にある時，こ

んなはずではないと思いました。 しか し，

それはそうなって当然のことだったのです。

私たちには試 しや試練の時があ ります。人

生のころあいを見計らって，天父は私たち

にひ と息入れる転換の時を与えて下さいま

す。私はそれを 『かけがえのない』時と呼

んでいます。」

レッド姉妹の考え方はこうです。「神は一

週間を7日 とし，その一 日を特別 な日と定

められました。 それ と同じように，つらい

日が続いて初めて，これ以上幸福 な日はな

いと思うような特別な 日が訪れるのです。」

レッド姉妹 にこの 「かけがえのない」時

が訪れたのは，最初の子供が生まれた時の

ことでした。3カ 月もたたない内から試練

の時が始 まりました。母親 と子供の双方が

ポ リオにかかってしまったのです。不安が
つの

募 る中で，熱心な祈 りが捧げられました。

夫のフ ィリップ ・レッ ド兄弟は，現在カナ

ダのセ ミナリー ・インスティテ ユー トのコ

ーディネーターをしていますが，その頃は

セ ミナリー教師としてフルタイムで働くた

めの準備 に追われていました。「私たちはそ

れまで，義 しいこどを行なおうと一生懸命

努力してきてし)ました。 ですからとにか く

主が望まれることを行なおうという気持ち

で した。 たとえ苦 しい時でも主はきっと祝

福を与えて下さると信 じていました。」

天父は，主の民は試み られなければなら

ないと言っておられます。アブラパムでさ

え， ひとり息子を捧げるようにと命じられ

ました。(教 義 と聖約101：4参 照)こ のよ

うなわけで，忠実なこの夫婦 も試 しを受け

たのです。彼 らの祈 りは答えられました。
いや

ただし部分的でした。 レッド姉妹は癒され，

何の後遺症 も残 りませんでしたが，大切 な

息子は手足と背中が麻薙 して しまったので

す。 幸福に満ちた家庭 のあの輝きは，一瞬

のうちに消えてしまいました。 人生のこの

試 しは次第につらい現実 となって現われて

きました。 レッド兄弟姉妹は，特別な治療

のために息子を160キ ロ も離れた小児病 院

に入院させることになりました。それから

1年 がたちましたが， 息子は相変わらず弱

弱 しく，成長 もはかばか しくあ りませんで

聖徒 の道/1983年5月 号 29



一一

せん。かまれることも，ひっかかれ ること

もあります。 しかもそれ を避けることはで

きないのです。」

レッ ド姉妹はそのことを分か りやす く説

明するために，彼女が 自分 の子供のように

かわいがっている子ねこを引き合いに出 し

ました。「私 にはニコデムスとルフスという

名の2匹 のねこがいます。ねこはかんだ り，

ひっかいたりしますね。 でも， それでいて，

おとなしくてかわいいものです。 もし私た

ちが人生に希望 を託し， 良い時ばか りでな

く，かみつかれる時やひっかかれる時があ
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れば，その時はつ らい思いを しても，やが

て人生は喜ば しいものとなり，落ち込むこ

とも苦悩することもなくなるのではないで

しようか。」

レッド姉妹は， 自分が何度かの厳 しい試

練の中で体験 してきたことについて しば ら

く考えていましたが，やがて， すべてを受

け入れた という穏やかな 口調でこう話し始

めました。「本 当に苦しい状態 にある時，こ

んなはずではないと思いました。 しか し，

それはそうなって当然のことだったのです。

私たちには試 しや試練の時があ ります。人

生のころあいを見計らって，天父は私たち

にひ と息入れる転換の時を与えて下さいま

す。私はそれを 『かけがえのない』時と呼

んでいます。」

レッド姉妹の考え方はこうです。「神は一

週間を7日 とし，その一 日を特別 な日と定

められました。 それ と同じように，つらい

日が続いて初めて，これ以上幸福 な日はな

いと思うような特別な 日が訪れるのです。」

レッド姉妹 にこの 「かけがえのない」時

が訪れたのは，最初の子供が生まれた時の

ことでした。3カ 月もたたない内から試練

の時が始 まりました。母親 と子供の双方が

ポ リオにかかってしまったのです。不安が
つの

募 る中で，熱心な祈 りが捧げられました。

夫のフ ィリップ ・レッ ド兄弟は，現在カナ

ダのセ ミナリー ・インスティテ ユー トのコ

ーディネーターをしていますが，その頃は

セ ミナリー教師としてフルタイムで働くた

めの準備 に追われていました。「私たちはそ

れまで，義 しいこどを行なおうと一生懸命

努力してきてし)ました。 ですからとにか く

主が望まれることを行なおうという気持ち

で した。 たとえ苦 しい時でも主はきっと祝

福を与えて下さると信 じていました。」

天父は，主の民は試み られなければなら

ないと言っておられます。アブラパムでさ

え， ひとり息子を捧げるようにと命じられ

ました。(教 義 と聖約101：4参 照)こ のよ

うなわけで，忠実なこの夫婦 も試 しを受け

たのです。彼 らの祈 りは答えられました。
いや

ただし部分的でした。 レッド姉妹は癒され，

何の後遺症 も残 りませんでしたが，大切 な

息子は手足と背中が麻薙 して しまったので

す。 幸福に満ちた家庭 のあの輝きは，一瞬

のうちに消えてしまいました。 人生のこの

試 しは次第につらい現実 となって現われて

きました。 レッド兄弟姉妹は，特別な治療

のために息子を160キ ロ も離れた小児病 院

に入院させることになりました。それから

1年 がたちましたが， 息子は相変わらず弱

弱 しく，成長 もはかばか しくあ りませんで
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のな：い時

，

した。

重苦 しい3年 の 月 日が流れ， 息子 の不

安は募るばか りでした。優 しく義しい母の

思いは，清 らかな母性愛と混ざり合 い，母
ふく

親の痛む胸の中で大 きく膨れ上がっていき

ました。「何とか元気になって欲 しいと，そ

れだけ願づていました。 入院していれば夜

優しくベ ッドに寝かしてあげることもでき

ませんからね。 こんなつらいことはない。

当時の私にとって， あの子は私の命その も

のでした。」彼女はそう述懐しました。

ある晩，不安に耐えきれ なくなったこの

若い母親は，床を出て別の部屋に行き，天

父に祈 りました。その時， 彼女は子供 の頃

のある出来事を思 い出しました。病気の夫

のために祈 った心の清い立派な女の人のこ

とで した。 その人は，主のみこころなら，

自分が夫の病気を負いますから，夫が主の

ために働けるようにして下さいとお願いし

たのです。 する とこの姉妹はまったく耳が

聞こえなくなり， それは死ぬまで治りませ

んでした。一方，彼女の夫は奇跡的に癒 さ

れ，みたまにあふれた指導者，神に仕える

人となり，その地域 にあって神の王国を立

てるために力強い指導者となって働きまし

た。 この出来事 を思い出しながら，この忠

実な母親は天父に， 自分が息子 の病気を負

いますから，息子を元気にして下さるよう

にと嘆願したのです。彼女はそれからベ ッ

ドに戻 り，休みました。

息子は入院したままで したが， うれしい

こともあ りました。 もうひとり男の子が生

まれ， その後女の子にも恵まれたのです。

そのうちに，病気の息子 もだんだん と力を

つけ，支えがあれば歩けるようになりまし

た。その後，息子は一時退院し，家族そろ

ってク リスマスを迎えることができました。

喜ぶべ き確かな理由がある一方で，試練

の時が着実に近づいていました。数 カ月が

過ぎた頃， レッ ド姉妹は手 と足の感覚がな

くなってきたの に気づきました。赤ん坊の

おむつを替えながら，安全 ピンでうっか り

親指 を刺してしまうことが よくありました。

指先の血を見て， レッ ド姉妹の不安 は募る
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ばか りでした。あの恐ろしい麻痺が次第に

全身に広が っていくのを感 じたのです。 そ

んな彼女にとって，小さい赤ん坊の世話や

家族の面倒を見ることはとても大変で した。

このような状態で何年か過ぎましたが，逆

境と祝福の双方 を味わうという毎 日で した。

息子 は固定器を付けて，何 とか学校へ通う

ことができるようになりました。この祝福

を心か らの感謝 と喜 びをもって受け止めた

ものの，激しい頭痛と，手 足の麻痺 に襲わ

れたこの若い3児 の母親は助けを求めずに

はいられませんでした。家族や友 人の援助

があ りましたが，それで も足りなかったよ

うです。「皆さんいい方で，とて も親切で し

た」 と彼女は感謝の気持ちを込めて語って

います。「で も，体が思うように動かず，愛

する者たちの世話ができないというのは，

本当につ らいことです。」

専 門医のグループの診断の結果，姉妹の

体をむ しばみ，麻痺させているのは多発性

硬化症ではないかということで した。将来

のことを考えると目の前が真っ暗でした。

「もうずい分昔のことになりました。」そう

語る今の レッ ド姉妹 は，健康で美 しく， 活

動的で， 見るからに生き生き してお り，証

が強く，苦 しみに打ち勝って清められた心

が光を放っています。

彼女は，献身的な夫 と共に主のみこころ

をまず求めようとして，当時セ ミナ リーの

スーパーバイザーであり，現在教会幹部 と

なっている友人の助言を求め ました。 その

日の ことをこう語っています。「主は私が命

を捧げることを求めておられ るのではない

と思 うと，その友人は言ってくれました。

それから私 に祝福を施 し，主は息子に代わ

る私の捧げ物を受け入れておられるのだと

説明 してくれ ました。 そして，私の命が取

り上げられることがないという約束を与え

てくれたのです。で も，私たちの試しの大

きさを調整 し，それを取り除く時を決める

のは私たちではあ りません。私たちは信仰

の度 を試されてからでないと証が得られま

せん。(イ テル12：6参 照)そ して，天父は

やがてその時を決めて下さるのです。」

試しが早 く取 り除かれない ものか と願っ

ている時は，主が私 たちの忍耐 と忠実さの

度をはかっておられる時なのです。祝福の

後で レッ ド姉妹 の容態 は悪化 し，10月25

日か らは寝た き りの状 態 になりました。

食事 もひ とりではできません。「歯 も自分で

磨けませんでした」 とレッド姉妹は語って

います。「優 しい夫と共に，人生の目的と死

について話しました。私たちは主の求めら

れることは何で も受け入れることができる

ようにと祈 りました。 その時，私たちはす

べては好都合となるという思いを抱いたの

です。」この若い夫婦は互いに力を引き出し

合って，試 しに耐え，「幼 児がその父に従う

ように，主が負わせ たもうすべてのことに

喜んで服従」(モ ーサヤ3：19)す る ことの

大切 さを見いだしたのです。

12月20日 ， ネ ドラ ・レッド姉妹はアルバ

ータ州エ ドモ ントンにある病院に運ばれ ま

した。そこで精密検査 を受けました。長 く

不安 な2日 間が過ぎた後，彼女の病 は多発

性硬化症ではなく，頭蓋骨の底部にできて
しゆよう

いる根の深い，かな り進行した腫瘍による

ものであろうという診断が出されました。
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かけがえ
のない時

手術は不可能のようでした。衰弱している

こともあって手術をするのは，はなはだ危

険なことで した。 しかし，腫瘍を摘 出しな

ければ2週 間しか生 きられないという医師

の説明でした。 この腫瘍がやがて呼吸困難

を引き起こし，空気の流れを妨げるように

なるのです。事態は絶望的でした。 その時

ひとりの医師から助 言があり，手術を希望

するなら， クリスマスが過 ぎてか らのほう

がよいで しょうと言ってくれました。けれ

どもレッ ド姉妹は， 自分の力の源 に目を向

けました。教会幹部である友人から受けた

祝福です。 この若い夫婦は勇気を持って決

定を下しました。「手術はク リスマス・イブ

にお願いします」と彼女は言いました。「天

のお父様が祈りに答えて下さろうとしてい

るのです。」彼女はささやくように話を続け

ました。「日曜 日の夜，ステーキ部長 をして

いるいとこが来て，祝福 をして くれ ました。

彼は私 に祝福を施している時，本当に力が・

出ていくのを感 じたそうです。」神権 の力が

再び彼女のために働 き始 めたので した。

手術が終わってその晩は，家族 も友人 も

寝ずに不安な一夜を過ごしました。 やがて

夜が明けました。ク リスマスの朝です。腫

瘍は無事に取 り除かれました。病室の中は，

時を刻む音だけがカチカチと聞こえていま

した。手術は終わったものの， 彼女の病状

がどうなるのか，何とも言えない状態で し

た。「意識が戻るまでの時間は特別な時間で

した」とレッ ド姉妹は説明しています。生

と死の間の薄明 りの中か ら，やがて命の賜

が この忠実な女性 に引き戻されたのは，ク

リスマスの朝のことでした。賜はひ とつず

…

難鑛灘
…

本当曙 翻 撚1毅 ・

つ彼女の元に戻 ってきました。彼女 はその

一つ一つをじっくりと味わい，かみしめる

ことができたのです。何という貴い宝， か

けがえのない賜で しょう!

「私は大丈夫 だった。 手術に耐えられた

のだ，生きているのだ。」最初に彼女はその

喜びをじっとかみしめ ました。「でもあた り

は真っ暗，何 も聞 こえません。声を出そう

としても出ません。私は とっさに思いまし

た。 目が見えなくなったのだ，聞くことも，
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話すこともできない。 だけ ど私は生きてい

る。生きていることの喜びに圧倒 されて，

私はまた意識を失ってしまいました。 次に

気がついた時，見回してみると， あた りに

ぼんや りと明るさを感じました。 まったく

見えなくなったわけではないのだ， と私は

思いました。 なんとなく光を感 じることが

できました。私は祈ろうという気にな り，

『天のお父様
，こうして生きていられ，ま

だ視力が残っていることを感謝します』 と

祈 りました。暗闇の生活をしなくて もよい

のです。私はもう一度感謝しました。 その

時，夫の顔が 目に映 りました。夫は私 に話

しかけていました。でも聞こえないのです。」

レッ ド姉妹は語調を強めて語 りました。「夫

が見えたのです。夫の顔が見えた時の喜び

といったら……

私はすぐに夫の言っていることが聞き取

れ ました。耳が聞こえることを感謝しまし

た。話すことができないのだ， と思いまし

た。で も， もう十分です。見ることができ，

聞 くことができるのですか ら。」

ク リスマスの朝， レッド姉妹はこれ らの

貴い賜が返 ってきた喜びと感謝の思いにひ

た りながら，最後の宝をかみしめる感動 を

味わうことになりました。「医師が来ました。

私は話す努力をしていました、夫に 『奥さ

んは話せますか』と尋ね るのが聞こえまし

た。夫は首をかすかに横 に振 りました。『や

は りそうですか。腫瘍を取 り除くためには，

声帯をほんの少 しですが傷つけざるを得な1

か ったのです。ですから， もしかすると声

が出なくなるか もしれないと思っていたの

です』 という医師の説明でした。」

今，澄みきったつやのある声で，レッド

姉妹はその時の思 いを語っています。「話せ

ないだけですか。で も，私は聞くことも見

ることもできます。何 とや言えぬ喜び と感

謝の気持ちが込み上げてきました。 その時

医師は気管切開手術をした私のの どに手を

当て 『声を出してみなさい』 と言いました。

すると声が出たのです。1これで話すことも

できる，と私は思いました。主が私たちを

祝福して下さった ことをしみ じみ と思い.

喜 びで一杯で した。

これは，ク リスマスの朝のことでした。

何よりも夫の助けが欲 しい時に，夫はずっ

と私のそばにいて くれ ました。私 は身も心

も喜び と感謝で満たされていました。私は

夫に，家に帰ってこれからは子供たちのそ

ばにいてあげて下さいと頼みました。本当

に素晴らしいクリスマスでした。」

深い信仰 と大きな勇気によって，試練 と

苦難の時を切 り抜けた レッ ド兄弟姉妹は，

喜 びの気持ちをこう述べています。「主に不

可能なことはない，私たちのためになるこ

とであれば何事で も行なわれることを知っ

て，本当に慰め られています。」この経験か

ら彼らは次のことを学びました。「主は，永

遠の栄えある事柄 だけでなく，あらゆるこ

とを心に留めておられます。 それは， ちよ

うど 『メサイヤ』の中のハ レルヤコーラス

と静かなバックグラウン ドミュージックの

ようなものです。主はそのどちらの中にも

おられ，すべての人の永遠の幸福をたえず ・

心 にかけてお られるのです。」
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主イエス・キリス ト

大
事件が起こった時，人間は3つ のタ

イプに分かれると言われます。 第1

に，事件が起 こっていることに気づかない

人。2番 目は，事件が起 こっていることに

は気づいているが，事件の真相は分からな

い人。そして3番 目は，事件の内情 にまで

詳 しい人，この3つ のタイプです。

人はどのようにして事 を起こすのでしょ

うか。ひ とりの青年 として，父親あるいは

母親 として，教会の指導者 として， どうす

れば感化を及ぽすことができるで しょうか。

どうすれば学業の成績を上げ，人生 で成功

することができるでしょうか。 そのために

は物事を主の方法ですることではないか と

思います。私たちは，主イエ ス ・キ リスト

を信 じることによって事を起こす ことがで

きるのです。

皆さんの中には，学業 について心を煩わ

せている人や，思 うように成績が上がらな

いという人がいるで しょう。主を信 じるこ

とによって道が開けないでしょうか。 また

就職のことが心配な人 もいるで しょう。結

婚 を心配している入もいるでしょう。 自分

は結婚するのだろうか，するとすればだれ

と，いつするのだろうか， と。また子供の

養育，病気，死，性格上 の問題，個人 とし

ての進歩成長が心配な人もいるで しょう。

こういったことも，主への信仰 を持つ こと

懸醗 ，

醗翻 難
h灘

轄
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一 一

を信じる信仰
七+人 第一定員会会員 ジー ン ・R・ク ック

によって，道が見えて くるのではないでし

ょうか。

こういった難問に 自分ひとりの力で答え

を出そうとし， うまくいくものと信 じ込み

ますが結局間違 った選択をしてしまう人も

います。主がこのような人々に対して，「い

つまでむだな抵抗をするのか，いつまであ

なた自身の道を行 くのか」 と言われたのも，

もっともなことです。

忠実な末 日聖徒 であれば，何事 も好都合

とするには(教 義 と聖約90：24参 照)， 作

用 される ので な く作用 する には(II二 一

ファイ2：13-14，16，26-27参 照)， そ

して自分は もちろん他の人々や状況を正 し

く治めるには(III二 一 ファイ7：17-18参

照)， どのように信仰を用いればよいか知 り

たいと思 うでしょう。 また 自分 自身につい

て具体 的な主のみこころを知 り， そしてそ

のみこころに従うべ く信仰をもって 自己を

訓練 したいと思うで しょう。

信仰 とは何でしょうか。予言者ジョセフ・

ス ミスは次の ように説いています。

「信仰の原則によらなければ
，諸々の世

界は決 して創造されなかったであろうし，

人もちりから造られなかったであろう。エ

ホバが働いておられるのはその原則による。

その原則によって，現世 と永遠の世 の事物

すべて を管理 しておられるのである。 この

原則または属性(な ぜなら信仰は，神の属

性であるか らである)を 神から取 り去 るな

らば，神は存在 しなくなるであろう。・…一

したがって，信仰は第一の大切 な支配の

原則であり，万物を治める力，支配権，権

能を有する。信仰によって万物は神のみこ

ころのままに存在 し，支えられ，変えられ，

維持されるのである。信仰がなければ力は

ない。 力がなければ創造 も存在 もまったく

訊 ，

よ た ね

■■ れはまことに善い種子，善い言

"』9葉 に違いなく，私の心を大きく

開き，私の理解力を増し，私はようや
よ

く好い味を感ずると。

ごらん，このようにしてあなたたち

の信仰と言うものが増すではないか。

(アルマ32：28-29)
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あり得ないのである。」(ム66'躍650%勘 露h，

No.1，PP.9-10)

信仰 について私が理解 している最 も簡潔

な定義は，「信仰は力である」ということで

す。 人生の様々なチャレンジを解決するた

めにどのように信仰を行使すればよいでし

ょうか。 また， 自分 自身や他の人々が祝福

にあずかれるようにするため1こ， その力を

用いることをどのようにして学べばよいで

しょうか。そこで6つ の具体的な提案 をし

たいと思います。

1.信 じる

私は， この簡潔ではあるが神聖 な二一フ

ァイの言葉が大 好きで す。「私二一フ ァイ

はまだ大そう若かったが，……心から主に

向って祈った。 ところがごらん，主は真実

まことに私 を訪れたまい私の心 を和げたも

うたか ら，私は父がこれまでに語った言葉

をみな信 じた。それで私は兄たちのように

父に対 して逆らわなか ったのである。」(1

二 一ファイ2：16〉

あなたは信 じることができますか。 これ

という確実 な証拠がなくても，信仰をもっ

て親や指導者の言葉に従うことができます

か。信じようとしないでいると信仰がなく

なることを，心に留めておいて下 さい。信

じようとしなかった レーマンとレミュエル

の態度を見ると， このことがよく分かりま

す。

「レーマ ンは私 と私 の父に腹を立て
， レ

ミュエルもレーマンの言うことを聞いたから

一しょに腹を立てた。」(1二 一ファ1イ3：28)

中 にはレミュエルのよ うに神の声ではな

い声に惑わされて，その声に従う人がいま

す。そのような人は価値のない主義主張や

人を信 じ，偽 りの原則を受け入れているの
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です。二一ファイは後 に， 人が神から最 も

よく導 きを受ける方法 を兄弟たちに教 えて

います。

「それは静 な細い声で話 したもうたが
，

あなたたちはなんらの感 じもなかったので

その御声を感ずることができなかった。」(1

二一ファイ17：45)

信仰 を行ないに移す前 に， あなたにはど

れだけの裏付 けが必要 でしょうか。あなた

は，他 の人の霊感を受 けた言葉を信 じるこ

とができるでしょうか。 それとも自分の経

験しか信 じることができないで しょうか。

信仰は物的証拠に基づくものではありませ

ん。 まず自分の信仰 を行使 しなければなり

ません。 そうすればしるしが与えられるで

しょう。信 じて行なう時に霊的なしる しが

得 られるのです。

2.決 意 する

完全に決意し，決意に従いましょう。 多

くの人にとって，誠実な決意をすることは

決意 に従っていくことよりも難 しいようで

す。 そのような人々は行 き当たりばった り

の人生 を送 っているのか もしれません。彼

らは様々な教えの風や世 の中の風潮にもて

遊 ばれて いるよ うです。人生か ら得る漠

然 とした考 えしかないまま，道に迷ってい

るのです。

一方
， 自分の望むことを決め，それ を達

成すると決意 し， そしてそれが実現するま

で正しく信仰を行使していく人々がいます。

このような人は， 自分が義 しく望んでいる

ことを手にするまで，霊的に何が優先する

かを心 に刻 んでいます。・この点において二

一フ ァイのきわめて神聖な決意と決意 に従

っていく姿勢には，大いに心を動かされ ま

す。二一フ ァイはこう言っています。



「主が生きていまし私が生きているよう

に確に，私 たちは主の命 じたもうたことを

果すまでは荒野にいる父のところへ帰 らな

い。」(1二 一フ ァイ3：15〉

主 を信 じる信仰 は， よく私を支 え励 まし

てくれます。人は自己訓練をし，犠牲を払

うことによって事 を起こすことができます。

皆さんの言葉を神 と人の前に清いものとし

て下さい。心から決意して下さい。そうす

れば主があなたのために物事をいろいろと

教 えて下さることが分かるで しょう。

私が伝道部長をしていた時に知 ったひ と

り・の青年についてお話 したいと思 います。

その青年は信仰に満ちた， ウルグアイ人の

宣教師で した。私が着任 した時，彼は伝道

に出て3，4カ 月ほどでしたが，彼が伝道す

る所ではどこでも人々がバプテスマを受け

ていました。私は，初めの内，先輩宣教師

の力によるものと思っていました。 そのよ

うな成果を上げるには，彼は伝道 に出てま

だ日も浅く，経験がな さすぎるように思え

たか、らです。 ところが私の思い違いで した。

彼は事を起こす方法 を知 っていたのです。

彼は先 輩宣教 師と して， また監督長老と

して召され ました。私は，伝道しても成果

がなく，伝道 しにくいと評判だった町 に彼

を派遣 しました。宣教師たちは1年 ほどの

間，ひとりの人にもバプテスマを施す こと

ができず，会員たちは落胆 していました。

支部には10～12人 の 人しか集っていません

で した。私は彼にただ転任のことだけを知

らせ，ほか には何 も言いませんで した。3

週 間後，彼 と彼の同僚は最初のバプテスマ

を施 しました。彼はその町で2カ 月半ほど

伝道しました。 そして，彼の支部で働 く全.

員 の宣教師がバプテスマを施すようにな り

ました。

聖徒の道/1983年5月 号
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バプテスマを施すことのできる宣教師が

いることは素晴らしいことですが，.その宣

教師がバプテスマを行 なう方法を他の人々

に教えることができるならば，彼の指導に

よって多くの人々の生活に祝福が もたらさ

れることになります。

この宣教師が週間報告書 に長々 と報告文

を書いてきたことは一度もあ りません。い

つ も 「伝道部長，私は伝道部長 を心から尊

敬 し，愛しています。万事 うまくいってい

ます」 とか，「伝道部長，主は私たちをとて

も祝福 して下さっています。 私は伝道が好

きです」としか書いてきませんで した。

彼は後に巡回宣教師 に召され，伝道の非

常 に難 しい町が幾っかあるゾーンの北部地

域全体 を管理すべ く送 られ ました。宣教師

たちに彼がしていることをするように教え

ることが，彼の新たな課題でした。彼はそ

こで2，3カ 月働 き，多くのバプテスマを施

しました。彼は実際にその地域全体の宣教

師ばか りか会員の指導者の姿勢 をも変えたr

の です。宣教師と会員が協力して霊的な奇

跡を行なったので した。

その後，私の精神的な苦 しみが始ま りま

した。絶えず彼のことが頭 にありまぴた。

私は彼をパラグアイに派遣すべきであると

強 く感 じていました。当時，パラグアイに

おける伝道の成果ははかばかしくなく，国

全体で 月平均20～25の バプテスマしかない

状態だったのです。私はその問題に取 り組

みなが らひとり考えました。「彼は確かに今

は力を示しているが，あの ような状態の中

に彼を置いたら，これまでの多くの宣教師

と同じように落胆するのでほないだろうか。

自分の信仰 を持 ちこたえ6た めに，苦しい

思いをするのではないだろうか」と。私は

彼を行かせ るべきであるという確信を得る
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ために， 自分の信仰と戦わなければなりま

せんでしたが，結 局みたまのささやきに従

うことにしました。

私は彼に電報を打ち，巡 回宣教師として

パラグアイのアスンシオ ンに移るように，

移動は明日とすると告げました。彼はモン

テビデオに来て も，私 に会いに来さえしま

せんでした。遠慮深い彼は，「伝道部長」に

会うことをいつ も少 しきま り悪く思ってい

蟹

ε
てあなたたちがこのように知る

のは完全な知識であるか。その

通り，ただこのことのみに関しては完

全であるから，このことに関するあな

たたちの信仰と言うものは眠っている。

これはあなたたちがすでに知識がある

からである。神の言葉がすでにあなた

たちの心を大きく開き，種子のように

芽を吹き出したのであるから，あなた

たちは自分の理解力が増し，自分の頭

が開けてくることを感じて知っている。

(フフノレマ32：34)
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た のです。

彼は伝道本部を立ち去る時に，1通 の手

紙を残 していきました。 それは，私が彼か

ら受 け取った初めての手紙で，このように

書いてありました。「クッタ伝道部長， きょ

うパラグアイヘ行 くようにという電報 を受

け取 りました。伝道部長は次のようなこと

を御存 じのことと思います。(1)パラ グアイ

ではバプテスマを行なうことができない。

少なくとも10～15人 の長老たちか らパラグ

アイでの経験を聞きました。(2)会員 が少 し

も助けて くれない。〔3)教会員でない入々の

間に幾つかの道徳的な問題がある。(4)多 く

の人々が結婚 しないで同棲 している。(5)，

(6)，(7)，(8)……」 こうして彼は，私が これ

まで耳にしてきた最 も消極 的な問題の中か

ら10～12の 事 柄を書き出してきました。私

は内心， まさか彼が懐疑的な人々に影響さ

れたのでは と思いました。 しか しリス トの

後にはこう書いてあ りました。 「伝 道部長

にこのことだけは知 っておいてほしいと思

います。私はこのようなことの どれ も信 じ

てはいません。」そこには信仰がはっき りと

表われてい ました。それか ら彼は 自分の決

意を明らかにし，信仰 を表わして， こう書

きつづっていました。 「クック伝道部長，ク

リスマスの 日に(こ の手紙の 日付は12月1

日)，私 たち は25人 の人にバプテスマを施

すつ もりです。」

この手紙を読んで，私は彼のために祈 り

ながら心の 中で こう言いました。「長老，

主はあなたを祝福して下 さいます。あなた

は非常 に強い信仰を持 っているので，主が

支えて下さるでしょう。 あなたはその国も

知らず，そこに住んだこともなく， 自分が

これか ら住む所 も知 らず，新しい同僚 にな

る人も，指導者 も，会員たちも知らない，



何 も知 らないのに，それにもかかわらずあ

なたは25日 間で25人 にバプテスマを行なう

と信 じているのです。」

この若者は非常 に信仰が強く，卓越した

ラテ ン系指導者の実例で した。12月25日 ，

彼と同僚の宣教師は18人 にバプテスマを行

なったのです。25人 には達 しませんでした

が，それでも18と いう数字は，その国全体

の1カ 月平均のバプテスマ数 に匹敵するも

ので した。それから2週 間後，彼と彼の同

僚 はさらに11人 にバプテスマを施 し，私は

そのバプ テスマ会に出席するという素晴 ら

しい特権 にあずか りました。 その 日，彼の

地区では約30人 がバプテスマを受けました。

皆さんは，ひとりの義人が どのようにして

周囲の環境全体 を変 えることができるかお

分か りでしょうか。彼は信 じ，決意 しまし

た。 そして，主 と共にそれを成し遂 げたの

です。

あなた も主を完全に信 じるなら， 自分 の

生活にも他の人々の生活にも実際に良い変

化を もた らす ことができます。

「信ずる者 には， どんな事でもできる。」

(マ ルコ9：23)

まず， 自分が持 った義 しい望 みを成し遂

げると決意しましょう。そして，信仰 を正

しく行使 していくならば，その望みを実現

することができるで しょう。

3.自 分 の責任 を果たす

全力を尽くして 自分の分を果たして下 さ

い。 人は何か につ まず く と， 自分 の分 を

越えて主が何かをして下 さるものと期待 し

ますが， 人が最善を尽 くさなければ主の能

力はその人に現われないことが， どの聖典

にも書かれています。

人が心から犠牲を払い，能力の限りを尽
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くして行なうならば，神は助けが必要 な時

に来て助けて下 さいます。ヤコブが教 えて

いるように，「その行 いによって信仰が全

うされ」(ヤ コブ2：r22)る の です。

人は主が求めておられる犠牲 を払うだけ

ではなく，犠牲が求 められる理由を理解す

るようにしなければなりません。.主が私た

ちに罪を捨てるように強く求めておられま

す。主は私 たちに罪を捨て，御 自身が万人

に求めておられる 「へ りくだりたる心と悔

いる精神」 を得 るように望んでおられます。

全力を尽くして自分の務 めを果たして下

さい。

4.祈 る

すべてを主にゆだねて祈 って下さい。僕

が頼んでいるの に，主がその犠牲を受け入

れられないことがあるでしょうか。 人はこ

こまではできても，実際 に信仰の賜や神権

の力を主に求めないことがあります。主は，

「求めよ
，さらば与 えられ，叩けよ，さら

ば開かるることを得ん」(教 義 と聖 約4：

7)と 教 えておられます。

行動を起こすのはその人自身です。主は

言われました。「この願いは，彼らの祈 りが

必ず聞き届け らるるとの信仰によりて聞き

届け られん……。」(教 義 と聖約10：47〉

必要 に応じて行なう自らの祈 りや断食の
いつく

内に大いなる信仰を表わすならば1慈 しみ

深く，すべてを御存 じであられる神は， そ

の人の正 しい願いを聞き届けて下さいます。

自分の正 しい望みがかなえられることを信

じて，祈 って下さい。 そうするならば主の

時にかなえられるでしょう。
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陸

5.信 仰の試しについて，あらかじめ

知っておく

一絶えずやって来る厳しい信仰の試しに対
かんなん

して備 えて下さい。銀難は信仰 を強めます。

主は，「多くの銀難の後に祝福は来る」(教

義 と聖約58： 、4)と 言われました。

主 が人を誘惑されることは決してありま

せん。主は試みられるのです。 この世 とい

う学校は様々の苦難や問題からできていて，

人生はすべて上流への旅，苦 しい戦いです。

時には速 い流れから離れてしば らく休 みた

いと思 うことがあるか もしれませんが， そ

れで も前進 し続けなければな りません。 中

には高原で立ち止まっていて，前進 を続け

る必要のある人もいます。彼らは熱心に祈

りもせず，試練を正 しい精神で受け入れる

こともしないのです。

私たちの多くの者が出会 う様々の難題や

苦難は，私たちを精練し，信仰 深い人にし

てくれまする主は人間の持 っているあらゆ

る属性について，人生のそれ ぞれの時期 に

あなたを試みられます。 どんな犠牲を払 っ

てでも主に仕 えることをあなた 自身が知 る

ようになるまで，主は幾度 となくあなたを

試みられるでしょう。

モロナイの言葉を読む時，何 と心が安 ら

ぐことで しょうか。「私は，信仰とはまだ見

ない物事を望むことであると世の人に教え

たい。それであるから，あなたたちは自分

がまだ見ていないからと言って疑 ってはな

らない。信仰の度 を試してか らでないと証

が得られないからである。」(イ テル12：6)

6.主 が果たして下さることを期待する

主の神聖なみこころ とあなたの信仰に応

じて，主が果たして下さることを期待 しま

しょう。主の能力は現われます。(モ ーサヤ
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14：1参 照)主 は聖徒 たちを心にかけて下

さいます。主は，あなたの模範によって他.

の 人々が信仰 を学ぶことを望んでおられま

す。主はあなたに事 を起こして もらいたい

と望んでおられます。主の全能の力とあな

たにある物事を主の方法で行なう力に頼る

ように望んでおられるのです。主はあなた

が世俗的，一時的，表面的な事柄，つま り

二義 的な事柄に深 く首を突っ込 み過 ぎない

ように望んでおられます。 これらのことも ・

行なわなければなりませんが，それにして

も霊的に処理する必要があ ります。 ・

あなたの祈 りがあなたの望み通 りにかな

えられないことがあっても，信仰を失って

はなりません。すべての義しい祈 りは，主

の時に主の方法で答えられますが， その方

法や時は私たちが望んでいるのとは違うか

もしれません。時々祈 りが聞き届けられな

いように思われる時，私たちの理解が及ば

ないような素晴らしい方法で答えられつつ

ある場合 もあ ります。 このような試練 にぶ

つかった時，私たちは信仰 を失わないよう

に倍の信仰 を持つ必要があります。

何であれ主があなたに与えられるものを

感謝の心 を持 って受けるようにして下さい。

アルマは言っています。「あなたた ちの 中

にどのような境遇にあって も進んでへ りく

だる人々(が いる)… …。」(ア ルマ32：25)

同 じことが感謝する心 を持 っている人に

も言え るのでは ないでしょうか。「あなた

たちの中にどのような境遇にあっても感謝

の心を忘れない人々がいる」 と。

全財産を失 った後に，ヨブが語 った心か

らの言葉を思い出して下さい。 ヨブはこう

言っています。「主が与 え，主が取 られたの

だ。主のみ名はほむべきかな。」(ヨ ブ1：

21〉
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従順 に，謙遜に，忍耐強くあって下 さい。

そうすれば主はあなたにとって最 も望 まし

いものを下さるでしょう。

ここで以上の6つ の提案を実証する私 自

身の経験をひとつお話 したいと思います。

1977年7月29日 ， 妻 と私はボリビアのサ

ンタクルス伝道部の訪問を終えた直後， コ

チャバ ンバの空港で5時 間ほど待たされま

した。その 日，私たちは前の晩ほとん ど睡

眠を取っていなかったこともあって，ひど

く疲れており，妻 も私 も飛行機の中で少し

休めると喜んでいました。 うとうとしてい

ると，私は目を覚まして，考えを書き留め

るようにという非常に強い気持 ちを感 じま

した。私は眠りたくてしょうがなかったの

ですが，みたまのささやきはもっと強いも

のでした。私は書 きました。実際3時 間近

く書き，それ まで何年 かの間取 り組んでい

た組織上の問題を幾つか解決 しました。私

はその 日あふれるばか りにみたまが注がれ

るのを感 じ，霊感を受けたこ1とを一っ一っ

胸 を踊らせなが ら記録しました。 こうして

遅れの時間のほとんどを過 ごしました。

■
た

それから，ボ リビアのラパスに向けて発

ちました。私たちは空港でオール レッド伝

道部長御夫妻の丁重な出迎えを受け，おふ

たりの車で伝道本部に向かいました。私た

ちは荷物を車に残 したまま降 りて，車に錐

をかけました。

私たちが事務所 に着 くとす ぐ，伝道部長

は，困難な問題を抱えている女性 に会いま

した。 彼女の夫は，死にかけているという

ことで した。 オールレッド伝道部長と私が

し
かし神の御言葉である木が生え

始める時からその実の生る時を

待ち設けながら勉めはげんで，気長に

よく信仰を以てこれを養うならば，そ

の木は根を下ろして永遠の生命を生ず

る木になるであろう。(アルマ32：41)
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その女性の必要 について考えている間に，

妻とオrル レッ ド姉妹は伝道部長宅 に向か

いました。

伝道部長 と共 に車にもどった時，私はす

ぐ，車に置いてあった荷物がす っかりなく

なってし』るのに気づきましたが，妻が先に

伝道部長宅 に持 って行 ったものと思ってい

ました。ところが，伝道部長宅 に向か って

車を走らせている間に，私は右側の前の ド

アが壊 されているのに気づき，盗難にあっ

たのではないかと心配 になってきました。

伝道部長宅に着いて，荷物が実際に盗ま

れたことが分か りました。 そして，かな り

の金額と衣類全部を失 ったことですぐにも

困りましたが， それは一時的な問題に過ぎ

ませんでした。何 よりもがっか りさせ られ

たのは， コチャバンバで受けたばか りの大

切なアイデアと聖典がブ リーフケースに入

っていたことです。私 は落胆 と，怒 りと，

何 も手を打てないという言いようのない気

持ちに圧倒されてしまいました。

妻 と、ζ・た りだけで祈 り，他の人々 とも一

緒に祈 りました。私たちは夕食を楽 しむよ

うに努めましたが，できませんでした。私

がどんなに大きな損害 を受 けたかはだれに

も分か らないで しょう。盗難にあった聖典

は，私が若い頃両親からもらったもので，

1冊 には母の， もう1冊 には亡き父の尊い

言葉が記されていたのです。私は，大いな

る価値があると考えてきた，唯一の有形の

地上の財産 に，文字通 り何千時間もの時間

を費やして しるしを付け，また相互参照し

てきました。妻 にも，もし家が火事 になっ

た場合はま・ず子供 たちを連れ出し1そ れで

もまだ時間があった時には，他の物 にはか

まわないで私の聖典 だけ持ち出してほしい

と言ってきたほどです。

42

伝 道部長 と私はその夜だけしか一緒にい

られなかったので，話 し合うことがた くさ

んありました。けれ ども，私は聖典を取 り

もどすために手を尽 くすべきであると強く

感じました。夕食後，居合わせた全員でも

う一度ひざまずいて祈 りを捧げました。私

たちは伝道本部の周辺一帯を捜索すること

にしました。泥棒 は売れそうな物を取って，

英語の本は捨てていったのではないか と思

ったか らです。

祈 りの中で，私たちは聖典が無事 もどっ

て くるように， また聖典 を盗んだ入が 自分

の悪い行ないに気づいて悔い改めるように，

そして聖典が返 ってくることがだれかを真

の教会 に導 く手段となるようにと願いまし

た。

それから8～10人 で懐 中電燈 を持 ち，暖

かい服装をして車に乗 り込み，町にある伝

道本部 まで走 らせました。私たちは通 りの

向こう側や通 りに隣接 している空地や裏通

りを捜 し， ガー ドマンにも通 りがか りの人

にも尋ね，できそうなことはすべてや って

みました。見た者 も物音を聞いた者 もいな

か ったのです。私たちはがっか りして，仕

方なく伝道部長 の住居 にもどりました。で

きることと言えば，個 人的に祈 り，待つこ

とだけで した。 オールレッド伝道部長 と私

は，その夜遅 くまで働 いて予定 の仕事 を終

え，翌 日妻と私は空路，私 たちの住居 のあ

るエクア ドルのキー トに帰 りました。

それか らの数週間，宣教師たちはあちこ

ちを捜索 してくれま した。彼 らは生け垣の

中やごみ入れの中までのぞき，近 くの公園

を捜 し，本が盗まれた場所の壁に本の返却

を求める看板を出したりもし，付近の思い

がけない場所 に本が置かれていはしまいか

と気をつけてくれました。 まったくあての



ないまま，できる限 りの手を尽くそうとし

ていた宣教師たちは，ふたつの 日刊新聞に

広告を載せることに決 めました。盗まれた

本 につ いて確かな情報 を提供 してくれた人

には謝礼をす るというものです。

キー トに帰 った私はまず霊的な努力をす

ることを始めましたが，それは私 にとって

非常に難 しいことでした。それから3週 間

近 くの間，私 はまった く聖典 を勉強しませ

んでした。何度 も何度 も試みはしたのです

が，1節 読むごとに，20年 以上続けてきた

多くの相互参照の中のほんのわずかしか思

い出せなか ったのです。私はすっかり気落

ち して，何 も読 む気になれ ませんでした・

私は何度も祈 り，天父のみ名を高めること，

天父か ら教 えられた真理を教えること以外

の 目的 に聖典 を利用しようとしたことはな

いことを話 しました。 そして，聖典 を返し

て もらうために必要なことなら何で もしま

す と約束 しました。妻も幼 い子供たちも絶

えず同じ祝福を求 めて祈ってくれ ました。

2，3週 間が過 ぎても，まだ毎 日，「天のお父

さま， どうかパパの聖典を返 して下さい」

と祈 り続けていました。

3週 間ほ どた った頃，私は強い霊的な気

持 ちを感 じました。「クック長老，あなたは

いつ まで読みも勉強もしないでいるつ もり

ですか。」私 はひ とつの試 しのように思わ

れ，求めている祝福 を得るための 「代価」

として，何かすることがあるように思えま

した。その言葉が心に焼きついた私は， 自

分がもっと謙遜 に，素直になってや り直さ

なければならないと思 いました。妻か ら妻

の聖典 を使 って もよいという許可を得て，

私は再ぴ旧約聖書の創世記か ら読み始め，

しる しを付 けた り相互参照した りすること

を始めました。
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8月18日 になって，友人のエビー ・デイ

ビス兄弟がボ リビアか らエクア ドルにやっ

て来て，私の机の上に私の聖典 を.置いてい

ってくれました。 コチャバンバで書いた書

類 と，最近作成した伝道部の予算案の入っ

ていたホールダーも一緒に返 ってきました。

予算案の書類 も盗 まれていたのです。彼が

言 うには，もどってきた物はこれだけで，

ラパスで塔乗の時に伝道部長から渡され，

見つかった経緯は知 らないが，ラパスに行

ったら聞けるだろうということでした。私

は伝道部を見て回るために数 日の内にラパ

スに行く予定 でした。

その時の喜び，またそれ以後の喜びは言

葉に尽 くせ ません。天父がラパスのような

町で，泥棒の手か ら私の聖典 や書類 を奇跡

的な方法で取 り上げ， しか も1ペ ージも取

り去 られたり，破 られた りせずに完全な姿

で返して下さったことを思 うと， とて も不

思議 に思います。家族の信仰 と多くのボ リ

ビア人宣教師の信仰が報われたのです。 そ

の 日，私は天父に，福音 を教 える主のみ手

の器として聖典 と時間をもっとよく活用す

ることを約束 したのでした。

8月21日 ， 日曜 日，私はエクア ドルのグ

アヤキルヘ飛び，翌22日 ラパスに着きまし

た。到着するとすぐ，次のような話を聞か

され ました。

ある女性がラパスの数ある市場 のひとつ

に出かけて行ったところ，ひとりの酔っぱ

らいが1冊 の黒い本を振り回しているのを

目にしました。彼女 は何か神聖 な物が汚さ

れているという非常に強い霊的な気持ちを

感 じ，その男に近寄って，何を持っている

のか聞 きました。男は分からないと言 って，

彼女にその本を見せました。彼女がほかに

持っている物はないかと尋ねると，男は も
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う1冊 黒い本を出しました。彼女がさらに

尋ねると・書類の一杯 入?た ホールダーを

出してきて，焼いて しまうつ もり，だ と言い

ました。そこで彼女がそれを男から50ペ ソ

(約2.50米 ドル)で 買い受 けたいと言った

ところ，男もそれに同意 しました。

買い取ってか ら，彼女は 自分 のしたこと

にすっか り驚いて しまいました。本も書類

も英語だったので，英語を話すことも，読

むことも，理解することもできなかった彼

女は，英語の本を持 っていてもしょうがな

いと思いました。 自分が読めもしない言葉

で書かれた本に月収の10パ ーセ ントも出し

て買うような人がいるでしょうか。彼女は

すぐ本の表紙 に載 っている教会を捜 し始め

ました。そして多くの他の教会を尋ね歩い

た後，主のみ手に導かれて，やっとラパス

の伝道本部 にたどり着 きました。彼女は礼

金のことも，ちょうどその 日掲載 されるこ

とになっていた新聞の広告 のことも耳 にし

ていませんでした。彼女は礼金はおろか，

自分が支払 った50ペ ソを要求することさえ

しなか ったのです。長老たちは喜んで本を

受け取 り，何ほどかのお礼 をしました。

自分はペンテコステ派に入っていると言

いなが らも，彼女は宣教師たちが福音を話

すのをとて も熱心 に聞いていました。 彼女

は2，3年 前，通 りで拾ったパンフ レッ トで，

ジョセフ ・ス ミスについて何か読 んだこと

があるのを思い出しました。彼女 との最初

の レッスンの後，宣教師たちはこのように

報告 しています。「彼女は実 に素晴 らしい

人です。J2回 目のレッスンを受けた後，彼

女はバプテスマを受ける決意をしました。

2週 間後の1977年9月11日 ， 日曜 日の午後，

ラパス第L支 部で，マ リア ・クローフェ ・

カルデナス ・テラサス姉妹 と彼女の息子マ
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ル コ ・フェルナ ンド・ミランダ ・カルデナ

ス(12歳)は ，ダグラス ・リ白ダー長老に

よってバプテスマを受け，真のイエス ・キ

リス トの教会に入ったのでした。

聖典 を失 った時 どうにもできないために

感 じた，あの憂 うつな，打 ちひしがれた，
そ そう

耐えられない，・意気阻喪した気持ちをだれ

が描写できるでしょうか。 また天の力がこ

のような奇跡的な方法で示されたのを 目に

した時の私の喜びを，だれが描写できるで

しょうか。主イエス ・キリス トヘの信仰を

行使するな らば，天父は息子，娘 たちの祈

りを聞き答えて下さいます。主は言ってお

られます。 「よく聞いて お くがよい。 だれ

でもこの山に，動 き出して，海の中にはい

れと言い， その言ったことは必ず成ると，

心 に疑わないで信 じるなら，そのとおりに

成るであろう。

■9の ように，あなたたぢが心の中

』 に神の御言葉の根がつくように

勉めはげみ，厚い信仰を以て気長に御

言葉を養い育てるならぱ，やがてその

琶葉の実をとって腹に満ちるまでそれ

を食(う)で あろう。(アルマ32：42)



『一

そこで， あなたがたに言うが，

なんでも祈り求めることは，すで

にかなえられたと信 じなさい。 そ

うすれば， そのとお りになるであ'

ろ う。」(マ ルコ11：23-24)

兄 弟姉妹の皆さん，今は奇跡の

時です。私たちは奇跡を信じてい1

ます。末 日聖徒はその信仰に応じ

た奇跡を望み ます。この教会の会

員とし乞，皆さんは地上 における

神の王国の発展めために，それぞ

れの責任の範囲内で指導的な役割

を果たす権能を与えられています。

熱心に祈 って下さい。積極的に信 ・

仰 を強めるようにして下さい。 そ

うすれば，神からの素晴 らしい

賜によって， 自分の生活 にも他

の人々の生活 にも大きな変化を

起 こすことができます。

主の祝福 により， この責任を

果たす力が与 えられ ますように。

主イエス ・キリス トを信 じる信

仰が私たちを支え励ましてくれ

ることを心に留めておいて下さい。主は皆

さんの学業や仕事，将来の結婚，家族に関

して道を示して下さるでレようか。示して

下さいます。主は慈悲，赦し，忍耐，寛容

に満ちておられるので，信仰あふれる皆さ

んのために祝福の詰 まった宝の家の扉を開

けたいと望んでおられます。

癖 鱒継
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ゆ 日穆個の
りん ご

辮

劇

鷹認暫

愈灘

働 蹴

リチ ャー ド・M・ロムニー

一"ユ ポ ン姉妹については宣教師ならだ

ア れで蜘 っていました.彼 女の御主

人のデュポ ン氏は，フランスの小さな支部

の支部長でした。、彼は地元の末 日聖徒 イエ

ス ・キリ，ス ト教会の発展のために献身的に

尽くしてきた人で した。 けれどもデ ュポン

夫人は夫が教会員であることにいつ も反対

していました。彼女は夫がしているような

ばかげたことがきらいだったのです。 また

夫の証に耳 を傾 けようともしなか ったし，

宣教師を家の中はおろか中庭 にさえも入れ

ようとしませんでした。

私が初めて先輩同僚 に召されてこの街 に

来た 日に，同僚のグランビル長老は支部長

の奥さんは軽い病気にかかってようや く起

きられるようになったばか りだと教えてく

れました。

「それは丁度いい。彼女が良くなるよう

に花束を持ってお見舞いに行こう。フ ェロ

ーシップにもなるかもしれないしね。」

「君はデ ュポン姉妹のことを知らないん

だよ」と同僚 が雷いました。(彼 女は教会員

ではあ りませんで したが，私たちはとにか

く彼女を姉妹と呼んでいました)「 どなりつ
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け られるぐらいが関の山だろうね。」

病床に伏せっていながらお見舞いの花束

を断わる人がいるなんて信じられませんで

した。 けれども，私は間違っていたのです。

』花束は私が持ち
，グランビル長老がおず

おずと ドアをノックしました。「そんなノッ

クの仕方 じゃとてもじゃないけど聞こえな

いよ。」私はそう言って思い切 ってノックし

ました。すると60代 ぐらいの 白髪の女性が，

窓越しにこちらをのぞきました。 もう一度

ノックすると玄関の ドアが開きました。

「帰 っておくれ
。」彼女はどな りました。

「私たちはお渡 ししたいものがあるんで

すが。」

「主人になら門の所へ置いてお行き
。」

「帰ろうよ
。」グランビル長老は声をひそ

めて言いました。

「あなたにお渡 ししたいものがあるんで

す。Jわ めき声になりそうになるのをこらえ

て，私はもう一度言いました。

すると彼女は戸口から出て私たちの方へ

近づいて来ました。

「もうだめだ」 とグランビル長老はささ

やき，私のコー トを引っ張 りました。 けれ

どもそうこうしている内に，彼女 は私 たち

の 目の前まで来てしまったのです。

「一体何を持って来たっていうのよ
。」

「花束です。 あなたが早く良く……」

「あたしは花束なんてきらいだね
。」彼女

は口をはさみ ました。「大 きらいよ。」

「でも一…
。J

「あたしは花なんか きらいだって言って

るのよ。 それに宣教師 もね。だか ら放 っと

いてちょうだい。」

「で も何かお好きなものがあるでしょう
。」

私はほ とんど絶望 を感 じなが らもそう言い

ました。

「そりゃあね
。」彼女は答えました。「果

物が好きだわ。新鮮なのがね。いつも果物
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がないと気が済まないの。花束を持って来

てくれて悪か ったわね。でもあたしはこん

なもの欲 しくもなん ともないのよ。」

そう言ってデュポン夫人は背を向け，家

の中に入って行 って しまいました。

「さようなら。J私 はドアに向かってフラ

ンス語でどなりました。「良い一 日をお過ご

し下さい。」フランスでこういうあいさつが

あるか どうかは怪 しいところでしたが，で

も私は本当にこう言いたい気持 ちだったの

です。

「兄弟
，君はついてたよ。」その場を離れ

ると，グランビル長老はため息混 じりにそ

う言いました。「前にス トーク リ.一長老と僕

がデュポン夫人の家にあいさつ に寄った時

は，鼻先で門をぴ しゃりと閉められたんだ

よ。」

私は彼に花束を渡 し， こう言いました。

「チラシ配りにでも行 こうか
。」

次の 日は準備の 日だったので，私と同僚

はアパー トの近 くのマーケ ットヘ買い物に

行 きました。私が りんごの箱 を見つけたの

はその時でした。

「ね え
，グランビル長老。 いい事を思い

つ いたよ。」

私は箱を持 ってレジの方へ行きました。

グランビル長老は1カ 月間も食事のたびに

りんごを食べさせ られ ると思 ったのか， こ

う言いました。

「そんなにりんごばかり食べられないよ
。」

「僕たちが食べるんじゃないよ
。 これは

デュポン夫人になんだ。」

彼は一瞬驚きのあまり口がきけませんで

した。

「ロムニー長老
，君は僕の先輩同僚の中

では一番ばかげてるよ。」

「で も僕は君が宣教師訓練センターにい

た時から数えても， まだふた り目の先輩だ

ろう。」
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「まあそうだけど
，でもやっぱ り君みた

いなばかげた先輩は初めてだよ。」

その間店員は，ふた りのアメリカ人が り

んごの箱を前にして何を言い争 っているの

だろうと不思議 に思っていました。私は箱

をカウンターの台に乗せました。

「箱ごと下さい。」

「箱ごとお持ちになるんですか
。」店員は

(も ちろんフランス語で)聞 き直しました。

「それはよろしいですね。」 そして努めて

友好的に 「りんごがよっぽ どお好きなので

すね」 と言いました。

「これは私たちが食べるんじゃないんで

す。友達にあげるんですよ。」

「お友達 にですか。」店員は驚きを押 し隠

して言いました。「それはよろしいですね。」

「箱ごとだって
。」グランビル長老は嘆き

ました。「その分の食費でヨーグル トを買う

こともできたのにさ。」彼は残 りの食料品を

持ち，私たちは出口へ向かいました。

私たちはそのりんごを幾つか 食べ， りん

ごのお菓子 も焼きました。でも大半はデュ

ポン夫人の元へ消えました。私たちはいつ

もりんごにメモを添えて郵便受けに1個 ず

つ届けました。 そのメモはただ 「良い1日

をお過 ごし.下さい」の時もあれば，「早 く良

くなって下 さい」・の時 も海 りました。「1日

1個 のりんごは医者 を寄せつけない」 とい

う言葉 をフランス語に訳してみたこともあ

りました。 どうもうまく訳せませんで した

が，前と同じようにその願いは心からのも

ので した。 その月も終わりに近づきりんご

もしなびかけてきたので，私たちは代わ り

にりんごの形に切った紙にメモを書き，郵

便受けに入れました。

グランビル長老はいつも私の ことをどう

かしていると言いました。 デュポン姉妹か

ら返事 をもらったことは一度もあ りません

でした。デ ュポ ン支部長 も教会では相変わ
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らず優 しく親しげでしたが， りんごの こと

については一言 も触れませんでした。

ある 日私 と同僚 がお昼にスープを飲んで

いると， ドアをノックする音が しました。

私は食堂か ら玄関に行き，応待 に出ました。

ドアを開けた時，私 とグランビル長老は 自

分の目を疑いました。そこにはデュポ ン姉

妹がきのう届けたばか りの りんごのメッセ

ージを手に立っていたのです
。

「どういうつ もりであんたがたはこんな

りんごを送って よこすのよ。 あたしのこと

をイヴだとでも思っているの。」

「私たちはただあなたを心にかけている

ということを知 ってほ しか っただけなんで

す。」

「それは どうもありがとう
。J彼 女は仕方

なくこう言 って，無理に笑顔を浮かべまし

た。「でも頼むからやめてもらえないか しら

ね。このところりんごにはもううんざりよ。」

そして彼女は黒のシ ョールをしっかりと頭

に巻 き直し，私たちに背を向けて玄関を出

て行 きました。私は彼女を呼び止め，中に

入って もらおうとしたまさにその時です。

「ああ
，そうだった。」出口の階段 を上り

つめたところで彼女は言いました。「主人が

あんた方を 日曜の夜夕食に招待 したいそう

よ。」

「夕食にですって
。」後ろの方からグラン

ビル長老の息を飲む音がしました。「デ ュポ

ン姉妹と一緒にですか。」私は彼が気絶する

のではないかと思いました。けれど ドアが

閉まると同時に，私たちはふたりで歓声を

上げたのです。

デュポン姉妹の料理の腕 は大したもので

した。家庭料理 とはいえ，フランス料理の

素晴らしさに変わ りあ りませんで した。そ

の 日曜の夜，私たちは満腹 し，彼女に賛辞

を贈 りました。またデュポ ン兄弟の目にほ

のかな希望の色が浮かんでいるのに気づき



「どういうつもりであんたがたは

こんなりんごを送ってよこすのよ。

わたしのことを

イヴだとでも思っているの。」

ました。彼が最後 に宣教師を家に招待 した、

のは遠い遠い昔のことで，彼がバプテスマ

を受けた時以来，17年 ぶ りにな ります。私

たちは翌 日曜 日も夕食に行きました。そし

てその次の週 も，その また翌週も招待され

ました。会話の中の端々の言葉か らデュポ

ン夫妻 についての話 をまとめ上げるとこう

な ります。

デュポン兄弟は，宣教師 に会う前は乾き

荒れ果てた土地をさまよっているようだっ

たと話 して ぐれました。 そして偶然湖に行

き当た ったのです。福音の水は彼 にとって

豊かで新鮮なものでした。 またどれだけ飲

んでも飲み飽きるということがありません
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で した。 宝物 を見つけ出した喜びに浸って

いるデュポン兄弟には，他の人がなぜこの

メッセー ジを味わおうとしないのか理解で

きませんでした。 こうしてふた りのコミュ

ニケーションが悪くなり，結婚生活に支障

を来すようにな りました。デュポン姉妹 は

何が夫を変えたのか分か りませんでした。

彼女は食事 をしながら戦時中デュポン兄

弟がベッ ドに寝たきりになっていた時のこ

とを話して くれました。彼女はどんなに食

糧が不足していようが 自分たちふたり分の

食物 を確保 しなければならなかったそうで

す。毎 日が彼の世話で明け暮れました。戦

争が終わった後も，歩けるほ どの体 力がつ

くまで，常 にデュポン兄弟の面倒を見なけれ

ばな りませんでした。 さらにその後数年間，

彼が リハ ビリテーションを受けている間も

デュポン姉妹が家族を養いました。 デュポ

ン兄弟が仕事 を始められ るようになって間

もなくす ると，彼はふたりのアメ リカ人と

宗教の話 をするようになり， 彼らの教会に

入ったのです。デ ュポ ン兄弟は街 でただひ

とりの会 員で，宣教師たちは川で彼にバプ

テスマを施 しました。そして彼の生活は妻

の方にではな く，教会の方にどんどん傾い

ていきました。 デュポン姉妹は夫を奪われ

た と感 じ，街の人たちが彼女のことを狂信

者の妻 だと言って笑っているのを知り困惑

したこともあったそうです。

デュポン支部長は， 彼女に教会が真実で

あると証 し，彼女とこの証を分かち合 うた
いと

めならどんなことでも厭わないということ

を何度 も何度も口にしてきました。けれど

「彼女 はまるで聞こうとしなかった」のです。

「分からないのですか。」ある晩デュポン

夫妻が激しく言い合った後私は言いました。

「あなた方が本当に言いたいことはお互い

に愛し合っているということなんですよ。

デュポン姉妹，あなたはこの何十年間ずっ
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とデュポン兄弟にもっと一緒にいる時間が

欲しいとおっしゃってきたで しょう。 それ

は大切 だし正 しいことなんです。それにデ

ュポン支部長，あなたが一番望んでおられ

ることは，姉妹と大切な ものを分かち合 う

ことでしょう。」

彼はうなずきました。私はデュポン姉妹

の方を振 り向きました。

「彼はあなたを愛していらっしゃるか ら

こそ福音を分かち合いたいと望んでおられ

ることがお分かりになりませんか。」

彼女は何も言いませんでしたが，頭では

何か考えているようでした。私 たちは静か

に別れを告げ，アパー トヘ帰 りました。

その夜グラ ンビル長老は，率直で愛に満

ちたお祈 りをしました。・

「天のお父さま
，・どうかデ ュポ ン御夫妻

が理解し合えるように助 けて下さい。彼 ら

はふたりとも良い人なのです。」

私は 「アーメン」を言いま したが，その

響きがとても良かったので， もう一度 口の

中でつ、玄ミやきました。

それからの2週 間は私 たちは別のレッス

ンの約束があ り，その後は地方部大会のた

めボル ドーヘ行かなければな りませんでし

た。支部の用事で二度ほどデュポン兄弟の

家に立ち寄りましたが，私たちは1カ 月近 く

デュポン家に招かれていませんで した。 そ

こヘデュポン支部長からの招待が来たので

す。

「あなたたちには信じられ ないでしょう

な。妻が教会の本を読んでおるんですよ、

それで率直ないい質問をするんです。答え

てやろうともしたんですが， どうもで しゃ

ばり過ぎましてね。妻はまたあなたたちと

話をしだがっているんです。」もしレッスン

の約束がなければ，私たちはすぐにで も飛

んで行ったでしょう。

「信 じられ ないわね
。」食堂でみんなでテ
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一 ブルを囲んでいる時
，デュポン姉妹はこ

う言いました。「そんなこと信 じられないわ。

ばかばか しいと言 ったほ うがいいかしらね。

14歳 の子供が神様 と話なんかできませんよ。

それに聖書は完全なのに， どうしてその他

にわざわざ聖典 を持たな くちゃいけないの。

神権にしたって神学校 に行 ったこともない

主人がどうやって神権 を持てるのか分か ら

ないわね。」

それらは良い質問でした。でもどのよう

に答えた らいいので しょう。グランビル長

老はこの時の彼女 を見て，またもとのデ ュ

ポン姉妹 らしくなってきたなと考えていた

のではないか と思います。大体それまでの

彼女がお となし過 ぎたのです。 そんな状態

が長続きするはずがありません。

私がそんなことを考 えていると， グラン

ビル長老が穏やかな声で話し始め ました。

「私たちはあなたの疑問にすべて答えるこ

とができます。で も一度に全部は無理です。

一つ」つ答えられるような
，何 回かにわた

る レッスンがあるんですが興味がおありで

すか。」

彼女はあると答えました。

「とうとうやった
。」私 は心の中で叫びま

した。この後輩同僚にも望みが出てきたのです。

デュポン姉妹がゴールデンの求道者にな

ると断言はできませんでした。 しかし私 た

ちと友達 にな りつつ あることは事実です。

彼女は1回 目の レッスンを熱心に聞きまし

た。デュポン兄弟がひざまずいて祈 る時に

は一緒に加わった りもしました。 そして次

の 日曜 日，彼女は再び私 たちを夕食に招 い

てくれたのです。 ピュレと呼ばれる薄いマ

ッシュポテ トを配 り終わろうという時， グ

ランビル長老はひとつの話をデュポン姉妹

にしました。

「夕食の時
，同僚 にバ ターを取ってくれ

と頼んだ宣教師の話を知 っていますか。バ



「デュポン姉妹がゴールデンの求道者に

なると断言はできませんでした。

しかし私たちと友達に

なりつつあることは事実です。」

ターはその宣教師の 目の前 にあったんです

が，近 くにあ りすぎて見えなかったんです。」

「どういうこと
。」

「簡単なことです。デュポン姉妹 と福音

のようなものですよ。ずっと前からご主人

は福音をテーブルの上に出しておいたので

すが，近くにありすぎてあなたは気づかな

かったんですね。すぐ目の前にあるのにバ

ターは どこにあるのか と探 し続けてきたん

ですよ。」

この話はそれほ ど強い感銘を与えるよう

なたとえではなかったかもしれ ませんが，

グランビル長老はとにかくやってのけま し

た。 その夜アパー トヘ帰ると彼は一冊のモ

ルモン経を持ってきました。

「ここにふたりでサインしようよ。」表紙

の裏 のページをめくりながら彼が言いまし

た。「そしてデュポン姉妹にあげるんだ。」

聖徒 の道/1983年5月 号

σ 一一一 「

そこにはフランス語でこう書 いてありま

した。

「そのバターがここにあります。」

それからの2カ 月間でデュポン姉妹は少

なくとも半分以上モルモン経を読み終わり

ました。さ らに彼女は、ζ・たつの レッスンを

終え，祈 り，デ ュポ ン兄弟 と話をする機会

はどんどん増えてきました。彼の顔はいつ

見て も，幸せがどん どん膨らんでいるとい

う表情をしていました。そんな時私に転勤

の通知が来たのです。

私は最後の伝道地ブルターニ ュヘ行 くこ

とになり， グランビル長老は3人 目の先輩

同僚を迎えることになりました。郵便局の

ス トライキのために通知は遅れて届きまし

たが，私は次の 日の始発の汽車に乗ること

になっていました。

「出発できる状態か どうかは分からない

んだけれ どね， グラ ンビル長老。僕たちは

ここで一生懸命やってきたね。支部長は元

気を取 り戻 して会員と一緒に働 いてるだろ

う。不活発会員も何人か教会に来るように

なったし， ゴールデンの求道者 も、雪・たりい

るしね。 マルセラス家族だってもうバプテ

スマを受けられ そうじゃないか。 もう僕は

君に任せられると思うよ。」

その時だれかが ドアをノックしました。

「デュポン支部長 じゃありませんか。」グ

ランビル長老が応待に出ました。「どうぞど

うぞ，お入り下 さい。」

デュポン支部長は私の方を見ました。

「転勤のこと聞きましたよ
。 明 日出発だ

そうですね。妻が別れのあいさつ に来て欲

しいと言ってるんですが どうで しょう。」

まだ荷作 りの終わっていない もの もたく

さんあったし， あいさつ しなければならな

い人も何人かいました。でもデ ュポ ン姉妹

の家へはあいさつに行くつもりだったので，

私は 「もちろん，お伺い しますよJと 答え
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ました。

デュポン家の居間はフランスの一般家庭
とも

の例 にもれず，薄暗い裸電球がぽつん と灯

っているだけでした。でも壁紙 は褐色 と黄

色と黄褐色が明るい調和 をなしていました。

デュポン姉妹はクッキーのお皿 とホッ トチ

ョコレー トを前 にして， オレンジ色の長椅

子に座っていました。

「こんにちは
，長老たち。お座 りなさい

よ。 ロムニー長老はよそへ行 くんですって

ね。」

「残念ながらそうなん です
。 明日の朝出

発の予定です。」

「ということはまた新 しい宣教師がここ

にやって来るってわけね。」

「そうなんです
。 テイラー長老 といって.

ニ ューヨーク出身なんだそうです。」

「そしたらまたその長老 とも知 り合い に

ならなきゃならないだろうね。」

デ ュポン支部長の顔には微笑が浮かびま

した。

「そうしていただけたらと思います。」

「私たちに手紙をくれる
。」

「もちろん出しますよ
。信用して下さい。」

「長老を信用できない としたら一体だれ

を信用したらいいっていうの。」

私は涙が出そうになりました。

伝道を終えてか らの5カ 月間，私たちは

特に連絡を取 り合いました。デュポ ン支部
ひんぱん

長は私 よりも頻繁に手紙を書いてくれるの

で返事 を出すのが大変で した。 けれ ども私

たちは写真やクリスマス ・カー ドを交換 し

たり，家族の近況を報告 し合 った りしまし

た。(スペインの海岸で休 暇を過 ごしている

デュポン夫妻 とお孫さんたちの楽 しそうな

写真が今で も私の手元にあります)私 が簡

単な葉書きを出しただけの時 も，デ ュポ ン
ぴんせん

支部長は必ず便箋何枚 もの返事 をよこして

くれました。またグランビル長老から便 り
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を受け取 った時は1特 にその内容を詳しく

教えズくれました。手紙 にはいつもデュポ

ン姉妹がよろしくと言っている ど書いてあ

りましたが，姉妹 自身が書いたものは受 け

取ったことがあ りませんでした。他の宣教

師たちか ら聞いたのですが，彼女は友好的

で夫の良き支 えとなっていますが，教会員

にはなっていないということで した。私は

時々彼女に手紙を書いて， 自分の証を述べ

たりもしました。

之 うして伝 道を終えて何年かたったわけ

ですが，今週， ラランスから一通の手紙を

受け取 りました。差し出し人の住所や筆跡

は見覚えのないものでした。私 は机に向か

うのを待たずに中を開けてみました。

「親愛 なるロムニ ー長 老，私 は何年 も

前か らあなた にお便 りしたいとずっと思

っていましたが，手紙 を書くのはいつも主

人に任せっきりでした。 けれ どもその主人

も今はもういません。他の宣教師たちにも

あなたからお伝 えしてほ しく思い， ペンを

執 りました。主人は宣教師を本当に愛して

いました。教会員がお葬式を出して下さる

ことも合わせてお伝え下さい。

私はあなた方、玄・た りが，死んだ後の世界

について教 えてくれたことをよく覚えてい

ます。 多分主人は長老たちがおっしゃった

ように，・そこで私が来るのを待っているの

でしょう。私は教えていただいたことや主

人が分かち合いたがっていたことすべてを

理解できたわけではありません。で も主人

や長老たちがそう信 じているということは

分か りました。私は今，娘家族と暮 らして

います。 もしよろしければお返事 を書いて

下さい。」

もちろんですよ，デュポン姉妹。 もちろ
1ん書きますとも

。

(こ の話は事実に基 づいたものです。人物

名は仮名 となっています)
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はありませ んで したが,で も,
ひ と'あ い

いい人でした。わたしを愛して
ひと

くれて,よ い人 になる よ うに,
こころ ひと

心のきよい,う そをつかない人
お し

になるようにと教えてくれまし
ただ のぞ も

た。また,正 しい望みが持てる
たす ちち

ように,助 けてくれま した。父
はは しん り しん

も,田 も,い つも真理にかん心
も かみさま

を持っていましたが,神 様のこ
し

とを知らなかったので,わ た し
かみさま お し

に神様のことについては,教 え

てくれませんで した。そのころ,
かみ さま かた

わたしは,神 様がどんな方なの
し き も も

か知りたいという気持ちを持ち

かけていました。でも,ま だ,
かみさま し

神様について知っていて,そ れ
お し ひと み

を教えてくれる人を見つけよう
き も

というような気持ちには,な れ

ませんで した。
とき じ し

ある時,わ た しは,事 こで死
ひと み

んだ人を見ました。わたしは,
し で

はじめて｢死｣と いうものに出
あ こころ

会い,心 がゆさぶ られるようで,
にち

2,3日 ね むる こ とがで きず,
びょう き し

病気になってしまいました。死
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あ と お し

んだ後はどうなるのか,教 えて
ひと

くれる人はだれひとりいません
こころ なか

で した。わ た しの心 の中 に,｢お
とう し

父さんが死んでしまったらどう
と う い

しよう。お父さんがどこへ行っ
めい ひ と

てしまうのか,せ つ明できる人

はだれもいないのだ｣と いう,
おも あ

おそろしい思いがわき上がって

きました。
だい に じ せ かいたい

しばらくして,第 二次世界大
せ ん お せんそう あいだ

戦が起こりました。戦争の間,
はは あね いもうと

わたしは田や姉や妹といっしょ
いえ みなみ ほう

に家をはなれ,ド イツの南の方
ちい へ や

に,小 さなみすぼらしい部屋を
す

ふたつかりて住んでいました。
くう

はげしい空しゆうのために,わ

たしたちは,に げてこなければ

ならなかったのです。わたした
ま ち くう

ちの町は,空 しゅうでめぢゃめ

ぢゃにされ,わ た したちも,あ
め ちぢ

ぶない目にあいました。父は,
か ぞく ぐん

わたしたち家族からはなれ,軍
たい はい

隊に入りました。わたしは,ま
ちい

だ小さかったので,あ のおそろ
せんそう あいだ

しい戦争の間に,わ た しのまわ
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一
あなたは,わ た

しの子なのです

よ。わた しを し

ん じなさい。

一

な きょうかい とけい おと き
に鳴る教会の時計の音まで聞こ

えてくるようです。わたしは,
よ あ お

夜明けまで,起 きていました。

そ して,と うとう,ど う しよう

もなくなって,な きだ してしま
なが

いま した 。わ た しは,長 いこ と

な いて いま した。
なに

とつぜん,何 かがかわりま し
なに こころ

た。何か心をなぐさめてくれる
ちから こころ ちい

力が,わ たしをつつみ,心 に小
こえ

さな声がささやきかけてきまし

た。｢あ なた は,わ た しの子な

のですよ。わたしをしんじなさ
こころ なか

い。｣心 の 中 に,と つ ぜ ん パ ッ
しあわ

とよろこびと幸せがひろがりま

した。おそろしさや,さ び しさ
あたた

や,ぜ つぼう は,温 かい,よ い
き も よ

気持ちにかわりました。その夜
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おは な し キ ャロラ イン･キ ャンベ ル

ンくんは,ジ ョーくんとあそびたくて,し かたがあ

口 りませんで した。ジ ョーくんは,お もち ゃ の じどう
しゃ を3つ も も っ て い る ので す 。

｢ね え,マ マ。 ジ ョー くん,で んわ して くれ る か な あ?｣

ロン く ん は,き き ま した。

｢し て く れ るわ よ。 ロ ン

くん,し んこうをもたなく

てはだめよ。｣

｢しんこうって?｣

｢き のう,か ていのゆう

べでならったでしょう。し

んこうっていうのは,ま だ

そうなるとはわからないけ

れども,そ うなるとしんじ

てまつこと,だ ったわね。

たとえば,は るのつぎには
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とうとう,で きあがりました。
おお

｢すごいや6こ んなに大きなのをつくったの
,は じめて

き

だね。ぼく,あ の木 にの ぼ って,な が め て み た い なあ 。｣
き

ロンくんは,は しっていって,木 にのぼりはじめました。
あ し

でも,足 がすべって,と ちゅうでおっこちてしまいました。
うえ

『あいた1』 とおもったときには,も うじめんの上で,あ

ごをすりむいていました。
で なか

｢ち が出 て る よ1｣ジ …ヨー く ん は,お う ち の 中 へ は しっ

てい き ま した 。

すこ しす ると,ジ ョー くん と ジ ョー くん の マ マ が,は し

っ てき ま した 。
なか はい み ず

｢ま あ,ロ ンくん。おうちの中に入って,お 水であらい

ましょう。それから,マ マにでんわして,き ていただきま

しようね。すごく,い たい?｣

ロンくんは,こ っくりうなずきました。なきだしてしま

いそうで,お はなしすることもできなかったのです。

織ー､.､糧
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工贈脚 岩 == 娩 カ

しあるだけなのです。わた

しは,わ た しとむすこのた
な に つ く

めにそれで何かを作ってた

べ,そ れからしのうとおも

おつ なか いち おう

ハブは,イ スラエルの王さまの中で,一 ばんわるい王さまで

ア した。アハブがあんまりわるいことをするので,エ リヤはい
かみ い

いました。｢イスラエルの神は,生 きておられます。わたしがめいれ
なんねん あめ

いしなければ,何 年かのあいだ,雨 もふらなければ,つ ゆもおりな

いでしよう。｣
かみ

しばらくして,き きんがひどくなると,神 さまはエリヤにいわれ
た まち い おんな

ました。｢立って,ザ レパテの町へ行きなさい。やもめの女が,や し

なってくれるで しよう。｣
まち もん く おんな

エリヤがザレパテの町の門のところに来ると,や もめの女がたき
ぎ おんな

木をひろっていました。エリヤは,や もめの女をよんでいいました。
みず

｢水をのませてくれ ませんか
。｣

おんな みず

女が水をとりにいこうとすると,エ リヤは,ま たいいました。｢パ

ンもすこしください。｣
おんな

すると,女 はこたえまし

た。｢う ち には,パ ンがな い 罫 ∴､ξ_･

辮 罫島鰹 吟 ㌦ 織･

62



E9

♂
弘
"

渓聾

､蕪
灘

。

鍔
竃

魯冒9≡枯ε861/翼r(ρ;匡去ヨ逼

悼･､､瀞

`α且2隆⊆こPΩμ⊇血皐⑦尊⑦(汐卑◎`=?2⑦日曾@`
ミα9:⊇? ミつソヰゆ

o身/｢睾皐α9=～2～≧こ
vヨ翌/(ふ/

`:臼2
一巨⊆P⑦老=?葦⑦(四卑(き`盈:､り@⑦卑臼回(∋αし匹≧r。ヨつ睾(⊃

つツヰサコ　ソウ

斗1毫〈き/2K汐攣⑦4∩工`◎22劉=～⊇⑦4∩工`到葦⑦(四卑砥
　しつソヰ

｢。｣麟⊇kり)一c◎つc聖=?へり葺(∋旦〉&卑(∋き91聖⑦nイΩ`卑&2

⑦(ηα`ユ睾日.巨(9､912脳孕型`μ蹴⑦りr工ζと.レ。＼り♀&(》…由陣
つちゆ　ゲくヰ　し

孕〈ふ/`=〕(汐ヨ⑦｢》♀2亘翅⑦ヨ&@=?ヨ&⊆2`(∋αし匙老o､り皐9

>⊃一皐⊃一c卑`ユc…去店≧〈ふ/&♀､｢〆2Kηヨ⑦つ身α`誰≧こβOr》再聖
　しいケ

ミΩこP聖`:βにK≧ぴ老聖｣Oヨn;創り､り`:β隣rl工｢O食.Ω一⑦払りユC



おんな

とうとうしんでしまいました。やもめの女は,な きながらエ リヤに

いいました。｢あなたは,わ た しのむすごをしなせにおいでになった

のですか。｣

エリヤは,こ たえていいました。｢む すごさん を,わ た しによ こ

しなさい。｣エ リヤは,や もめのむすごをだ きかかえる と,や ねう
じ ぶん かみ

らへのぼっていき,自 分のベッ ドにねかせて,神 さまにいのりま し
かみ こ こ からだ

た。｢神 よ,』どうか,こ の子 の れ いを,こ の 子 の 体 に か え してくだ

さい。｣
かみ からだ

神さまは,エ リヤのいの りをきいてくださいました。れいが体に
こ い こ

かえってきて,子 どもは生きかえりました。エリヤは,子 どもをだ

きかかえて,や もめのところへもどり,や もめにかえして,い いま
い

した。｢ご らんな さい。 むす ごさ ん は,生 きか え りま した。｣
ほん とう かみ

や もめ は,う れ しくな って,さ けび ま した 。｢あ なた は,本 当 に神
ひと かみ ほん とう

の人 で す 。 あ な た が か た る 神 の こ と ば は,本 当 で す 。｣

難雛蟹鎌 購灘鍵灘膿灘 麟艦･雛 鰯

灘 墾 説､1'　 詑

畿

購
灘

懸 懸,

醗購灘

難
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灘懸難馨礫1灘 糠難!羨懸懸謙灘 鱗i難i懸;

コースで学んできた兄弟姉妹たちが,イ ン

ステ ィテユー トでの勉強をどのように感じ,

またどのように生活を変えてきたのかをご

紹介したいと思います。

壷信仰は行ないで示すもの弗

｢イ ン ステ≧テユー トで学ぶ ことにより
,

信仰 というものは行ないで示す もの,勇 気

と愛 をもって行なうものであることを知 り

ました。私の生活の中にそのことを生かそ

うと努 めました。

まず食糧貯蔵 を始めることにしました。

まだまだ家族で食べるには雀の涙ほどです

が増えました。そして,庭 の手 入れもして,

春 には種をまくつもりです。 また,こ れか

らも毎 月必ず食糧を買うことにしました。

次に何といって も私の生活の最大の変化

は食卓 における祈 りです。 まだ声を出して

祈るわけではありませんが,以 前は祈 りの

中で,一 日の食物の祝福 をしていましたが,

伝 道に出る決心を両親に告げて

か ら,家 族の前で祈ることがで

きるようにな りました。父 と母

を前にして,食 事の準備 をして

くれた母 に感謝 をし,良 く働い

てくれる父に感謝をすることが

できることは本当にすてきです。

また,最 初 は私がうつむいて祈

っている時にも平気で話をして

●東京インステイテユー ト第1

回卒業式て謎 を手にした兄弟 鞍

姉妹,教 師ならびに指導者。

いたふた りが,こ のごろは静かにしてくれ

ることも変化です。 いつか家族 と共に祈 り,

聖典 を学び,教 会に集える 日の来ることを

望 んでいます。勇気をもって行 なう時に,

良 い結果が得られて本当にうれ しく思 って

います。｣

壷｢私,伝 道 に出ます｣る

｢『私 にできるのか しら』伝道 という言葉

を聞いても,い つもそんな気持ちが起こる

だけ。 でも,今 は違います。『私にはできま

す。』『私はやります。』 そんな思 いと態度

をこの130コ ー ス 『福 音を分かち合 う』は

教えてくれたのです。

クラスのみんながいつの間にか,宣 教師

にな りたいと思うようになったのです。少

し考え方を変えるだけで人生が広が りまし

た。少 し決心 しただけで神様は もっと近づ

いて下さいました。『私,伝 道に出ます。』｣

(｢福 音 を分かち合 う｣コ ース受講者)
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した。母からす ぐ帰るように言われ,私 は

思わず｢は い｣と 答えました。これは夢で

なく事実だったのです。ち ょうどそこに大

管長スペ ンサー･W･キ ンボール長老の写

真があり,私 はそれ を見つめなが ら,｢私.

はあなたを信 じて伝道 に出ました｣と 心の

中で繰 り返 し叫び続けました。

アパー トにもどってから,伝 道部長 に電

話 をしました。往は｢日 本人宣教師の場合,

そのような時帰 ることができます。 自分で

決めて も.う一度電話するように｣と 言われ

ました。私は祈 りました。そ して約2時 間

後,父 の入院している病 院に電話 をしまし

た。兄が出ました。私はその時,電 話の向

こうの兄に｢家 に帰れないけれど,そ のこ

とを母に言っておいて下 さい｣と 話しまし

た。

その後で伝道部長 に電話をしました。｢帰

れません。宣教師の務めは神様の召しです

から｣と 言うと,伝 道部長は｢聖 書には死

にそうな人は,そ のままにし.ておきなさい。

とあるが……。杉 山長老は頑 固ですね。あ

なたのお母さんは優 しいですか｣と 問われ,

私 は｢は い｣と 答えました。伝道部長は続

けて,｢お 母 さ んは悲 しみますよ。たとえ

お父さんがよくなったとしても,そ の時 自

分の子供が帰って来てくれなかったという

ことで教会のイメージは,崩 れてしまいま

す。杉 山長老,私 たちは 『モルモン･パ イ

オニア』です。 これは伝道部長命令です。

1週 間休暇を出しますから今すぐ帰って下

さい。｣
いや

病院で私は癒 しの儀式を行 ないました。

そしてその日を境にして父の状態は好転 し

うみ

ました。頭の病気で脳の中に膿がたま り,

それが全身にまわって危篤状態になったそ

うです。今でも担当医師は父に｢こ れは奇

跡です。残 りの木生を大切 にして下さい｣

と言われるそうです。

1週 間の休暇を終え伝道に戻る.時,父 は

私の名前はまだ思い出せないようでしたが,

父 に｢あ と1年 頑張ってきます｣と 言って

家を後 にしました。 その月私 と同僚 は多く

の求道者に恵まれ,た くさんの改宗者 を得

ました。連続 して11週 間 も,毎 週毎週バプ

テスマ会があ りました。 バプテズマ会はち

ょうど父が退院する頃まで続いたのでした。

その頃の伝道は街頭伝道が中心で したが,

い つも心 の中に｢父 は どうしているかな｣

との不安があ りました。｢こ こで今伝 道 す

ることは,神 様の召しを果たすことです。

父のことは神様にお任せ します｣と 心の中

で叫びながら伝道しました。

無事2年 間の伝道を終 えることができた

のは神様 の お陰です。伝 道か ら帰 ったあ

る 日,母 から｢お 兄さんはあの時,帰 らな

いと言っていたか ら,『 もうあ いつ とは兄

.弟の縁 を切 る』と言っていた｣と 言われ ま
'した
。..

教会 の指導者は,神 様から召された人で

あることを私はは っきりと証 します。私は

本当に神様 とイエス･キ リス トが今でも生

きておられることを証 します。

これからもこの浜松の地で 『モルモン･

パ イオニア』として,毎 日を生 きていこう

と思 つています。(す ぎや ま･ま さとし

1954年 生 まれ)
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ある時など本当にお風 呂を夜中に沸か し

て寝たり.もしました。教会にも行かず,考

えることといったらそのことばか り,私 は

どんどん信仰 とはかけ離れた生活をしてゆ

くようにな りました。以前は私だけは神様

やイエス様を疑 うことはないと信 じていた

のですが,私 ゐ中にも迷 いが現われ始めま

した。

また何 カ月ほ どかして母の夢 を見ました。

苦悩 した顔をこちらに向けて｢汚 いか ら洗

ってくれとあれほど言ったのに｣と いうの ρ

です。 はっと目を覚 ました時,4時 頃でし

ょうか,台 所の床に座 り込んで,考 え込ん

でしまいました。 すると心 にある答えが沸

き上がってきました。｢え っ?も しかする

とバプテスマの ことを言ってるのかしら?

いや,絶 対に死者のためのバプテスマのこ

とだ。｣

私 はガンと頭をなぐられて 目が覚めたよ

うな思いで した。母 とこの教会を結びつけ

ることができなかった私は,そ のことをこ

んなにも時間をかけて,母 に教えてもらっ

たのです。すぐにも電話をかけて監督さん

に聞いて欲 しいと思ったのですが,い くら

何でも朝の4時 では申し訳ないと思い,時

間がたつのを今か今か と待 って,電 話を致

しました。 そ､のことを話しますと,`監 督さ

んもバプテスマの意味だと思うと言われま

した。.〆

私は母の死の ショックに打ちのめされ,

信 仰をもぐらつかせていましたが,生 前は

この教会を否定 していた母によって,ま た

この教会への信仰 を取 り戻すことができた

のです。

去年 の夏, .8月14日,私 は家族と共に主
か

人の両親のお墓参 りを兼ねて,母 のために

身代わ りのバプテスマを受けに行き ました。

両親のお墓があるのは麻布の仙台坂 を上 っ

た所 にある.善福寺です。奇 しくもそのお寺

と神験は自と鼻の先 にあります。主 人がず

いぶん縁があるね.と言って くれ ました。

それからまたしばらくして,母 の夢を見

ました。私は美 しい並 木道を母の妹である

叔母 とふた りで歩いていました。 道の向こ

うにベ ンチがあ.って,ひ とりの人が後向き

に座 っていました。その人は私たちが歩い

て.来るのを見ていないのに良く分かってい

るという感 じで,ゆ っくりこちらを振 り向

きました。穏やかな笑顔で振 り向いたその.

人 は母でした6母 は,.｢私 は 今さんかいに居

る｣と 言いました。

私は しば.らく日を過ごしてか らこのさん

かいという言葉がどういう意味なのか と考

えるようになりました。私には未知の言葉

でした。 も.し正 しい言葉であればと思い辞

書を引いてみました。｢三 界｣あ りま.した。

三 界とは過去,現 在,未 来,と いう意味と

もうひとつ遠 く離れた所という意味が書い

てありました。

私には今,母 は穏やかに肇界 に居 るのだ

ということが良 く分か りました。 ともすれ

ば不信仰 に陥.る罪深い私ですが母 を通 して,

ま たこうして羊の群に戻ることができまし

た。主の愛に心から感謝 し.ています。 すべ

てを御子主イエス･キ リス トのみ名によっ

て証致 します。アーメン。(よし潜･み えこ ..

1950年 生 ま｢れ)
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準備を始めなさ･い｣と いう声 を聞いていて,

沼野兄弟の訪 問にはどういう意味があるの

かと,深 く考えざるを得 ませんで した。

押し入れの奥深くしまい込んでおいたダ

ンボール箱の中から,モ ルモン経 と聖書を

あらためて取 り出してみると,す っか り色

あせたものになっていました。朝,主 人や

子供たちを会社や学校へ送 り出してか ら,

それらを読むことが何度かあ りま した。 そ

こに引かれた赤鉛筆の跡 には,独 身時代の

教会の思い出が埋 もれていました。教会へ

帰るすべも知 らず,そ れからも時の流れに

甘んじた生活が続いたのです。

2年 ほどたったある 日,用 事があって電

車 に乗っていた時のことでした。私が座っ

ていた車両に,あ る御夫婦が楽 し気に話を

しなが ら乗 り込んでこられました。私にと

って忘れられぬ方々でした。 この方々の結

婚式を最後に,私 は2度 と教会へ足を向け

ていなかったのです。 ひと駅先までの短い

時間で したが,こ の御夫婦との出 合いに,

私 はもう一度,自 分と教会とのつなが りを

考えざるを得 ませんでした。

それから2年 後,1978年7月,私 たちは

主人の転勤で札幌に移 りました。･当時3歳

の末娘に友達 を作ってあげたいと考え,幼

稚園を探 していたところ,素 晴 らしい幼稚

園が新設され るということを聞きました。

早速応募 してみると,幸 いにも入園できる

ことになりました。親子で緊張 しながら受

けたこの園の面接テス トの時のことは今 で

もよく覚 えています。私たちを面接するた

めに目の前に並ばれたふた りの男性を見た

時,私 は思いました。｢こ の人たちはモルモ

ンに違いない。｣ずっと後になって分かった

ことですが,思 った通 り,ふ たりは当真陸 男

兄弟とジーン･山 県兄弟という教会員でした。

入園式の少 し前に,｢す っかり準備ができ

ましたので,お 子様連れで御来園下さい｣

との通知 を受けました。 娘と心をはずませ

て園へ行 くと先生 として働かれるアメ リカ

人女性が3人 いました。 その内のひと りに,

私 は以前の面接テス トの時に受けたと同じ

気持ちを感 じ,｢彼 女 もモル'モンに 違 いな

い｣と 思.いました。 そう思っている矢先に,

今度は男の先生が入って来られました。そ

してその先生に対 して も｢モ ルモ ン!｣と

心に強 く響 くものを感 じたのです。｢園 長の

当真です｣と 自己紹介をされたその方が,

面接時の方 と御兄弟であることは,私 にも

す ぐ分か.りました。

娘の入園準備のさ中,3月6日 に私は.35

歳 の誕生 日を迎え.ました。 この 日は朝から

何か心が熱 くなってお りました。主人や子

供 たちを送 り出してか らも,家 事が手 につ

かず,ど うしようもなく,椅 子に座 りこん

でしまいました。35と いう数字が頭の中を

グルグルとかけ巡っていました。｢35歳 よ。

人生の折返 し点よ。あなたの残りの人生を

どう過ごすつ もり?｣と,心 の中でもうひ

とりの私が問いかけて くるのです。 この 日

この時ほど,自 分の将来を真剣に考えたこ

とはあ りませんでした。教会を離れて以来

のことを一つ一つ思い起こしてみると,私

はそこに神様の愛と導きを感ぜずにはおれ

ませんで した。そして,お こが ましくも,

｢神 様はきっと私 のことを心にかけて下さ

っているに違 いない｣と 思ったのです。

その年の7月,園 の一学期終了式当 日に

七 夕祭が行なわれ ましたが,そ の 日は,教

会員だと感じていたあのアメ リカ人め先生

が帰国するために,送 別会 も催され ました。
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うよう,主 人の心 を和 らげて下 さる よう

に｣と 心からの祈 りをしたことが幾度 もあり

ました。 いつ話したらよいのか,き ょうか,

き ょうかと,帰 宅する主人の顔色をうかが

う毎 日が続きました。話を切 り出した時に

果たして主人が何 と返答してくるか,ま た

変なことを言って.逆に心をかたくなにして

しまつたらどうしようかなζと考えると,

その 日が来るのは恐ろしくもありました。

そんな状態が4カ 月ほど続いたある土曜

日,主 人と子供たちが,日 曜 日にはどこへ

行こうか と話 し合 っておりました。行き先

が決まった頃,言 うべき時は｢今｣と 心 に

強 く感じるものがありました。｢お母さんは

明 日,教 会へ行くから。｣こ れがその時私の

口をついて出た言葉でした。長い間,考 え

に考えていたことを,ま さかこんな言葉で

話すことになるとは考えて もみませんでし

た。 そして,主 人の答えが返 ってきたので

す 。､

｢あ あ ,い い よ。 そ の 教 会 は ど こ に あ る

の 。｣

不属議なほ ど穏やかで,い つ もと変わりな

い夫婦の会話でした。私はもう何 も言えま

せんで した。 そして込み上げてくる涙を隠

すために,御 手洗いへ走って行きました。

翌 日,主 人は私を教会の近 くで降ろし,

子 供たちと水族館へ向かいました。その安

息 日が私にとって 人生最良の記念すべき 日

になったことは言 うまで もありません。4

カ 月の生活ぶ りを思う時,あ まり.にも簡単

に教会 に帰れたことに,.神 様のみ力の計 り

知れない大きさを感じ,た だ驚くばか りで

した。そして,あ ふれ る感謝の念で,そ の

日は涙の内に暮れ ゆきました。

そして10月,ふ た りの娘と主人に留守番

をして もらい,息 子と東京神殿献堂式へ参

加致しました。キ ンボール大管長 と握手を

した時は,そ の霊性をひ しひしと感 じまし

た。｢大 管長は,僕 の心の底まで見抜いてい

るようだね｣と いう息子の言葉は心に残る

もので,彼 にも尊い経験になったようです。

神殿前での記念写真を撮 り終 え,坂 を下 り

始めた時,私 は一瞬 自分の 目を疑 いました。

8年 前に私を訪ねて下 さったあの沼野兄弟

が向こうか らやって来 るではあ りませんか。

声をかけ.ると,す ぐ思い出して下 さり,私

はあの 日のことを心か らお礼 申し上げまし

た。最 もお会いしたか った人に会 えたこと

は,私 にとって｢偶 然｣の 一言では片付け

られないことでした。 とにか くこの時は,

願 っていたことがみな満たされ,大 きな証

を得て札幌に帰ることができましたが,.快

く留守番を引き受けて くれた主人には,何

と感謝の言葉を言っていいのか分か りませ
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カラツカ｣と｢甲 子園｣を 近 くに

控える私たち西宮ワー ト部て増築
くわ

のための鍬入れ式が行なわれたのは昨年の

2月20日 て した。 それからち ょうど半年後

の8月20日 に 完成し,建 物の引渡 し式が行

なわれ ました。

この半年間の内に,実 に様 々なことがあ

りましたが,中 ても特筆すべきことは,一

番の懸案事項てあった建築資金の地元負担

額を鍬入れ式からわずか40日 ほどて完納でき

‡藝
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●'82年8月 に増築完成 した西宮 ワー ト部

教会堂。敷地'約560坪 。建物.既 存

部分60坪,増 築部分II3坪,現 在の建

坪173坪 。(写 真右上)西 宮 ワー ト部

山路徹浩監督。

たことてす。 もちろん,こ れかてきた背景

には昨年4月 の総大会において教会の方針

に変更が加えられ,地 元の負担額が従来の

20パ ーセン トか らわすか2パ ーセ ントにな

,･夢
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ふっかつ
町田ステーキ部町田第2ワ ード部

小学3年

工藤 志緒

灘

鰯購
騨

囹
日,学 校 の教室 を歩 いて いた ら,

友 だ ちが,｢人 間 は死 ん だ ら火

に もや してか らうめ るので,け む りに

なって天 に上がって行き天 国に行 くけ ど,

動 物 はその まま うめるか ら,地 ご くに

行 くんだ よね｣と 話 して いま した。

私 は,教 会 のプ ライマ リーで,ふ っ

かつ のこ とをな らったので,動 物 も天

国へ行 くことが で きる と思 います。

繍

噛

人間 も死 んでか らふ っか つ して,ま

た お父さん やお母 さんやす きな動物 た

ち と住 め るこ とを知 って います。

本 当 に神様が生きていることをしんじ

て います。 いつか この ことを友だ ちに

話 してあげ たい と思 い ます。

ぜん ぶイエ ス･キ リス トさまのみ なに

よってあか しします。ア ーメ ン。(く ど

う･し お)

灘 ぐ 癩繭簾 笛粥ooこ
小学4年

工藤 奈緒

圃
た しは まえ に,と き どき｢教 会

行 くのや だなあ｣と 思 った こと

が あ ったけれ ど,こ の ごろは教会 に行

って,生 きてい る神 様 のこ と査知 って

いて,よ か った と思 い ます。 とき どき

自分 では,か い けつ で きないむ ずか し

い ことがあ ります。 そんな 時,神 様 の

たす けをか りる ことができ ます。

わた しは5才 の時 に,遠 くの友達 の

家 に遊 び に行 っ た帰 りにまい ごにな り

ま した。 わた しが な いて.も,大 人は じ

ろ じろ見 るだけ で,何 も言 いませんで

した。 わ た しは,お い の りしま した。

それか らすこ しして,5,6人 の 小学

生 のお兄 さんた ちがや って来 ま した。

お兄 さん たちは名前 と電話 番号 を聞い

て,わ た しの家 に電話 をかけ,家 の近

くまでお くって きて くれ ま した。 わた

しは,神 様 は本当 にお いの りをきいて

くれ るん だなあ と思 い ました。 神様 は

78
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うことを聞き ました。 私 もその時,受

けに行 きたい と思 っ.ていま した。 その

ため に,か ん とくさん と面 せつ しまし

た。面せ つす る前 か ら,き ち んと答 え

られ るか心 配で した。 で も,ぶ じ私 も

受けられることになったので本 当に よか

ったです。最 後 にかん と くさ んは｢当

日まで よ く祈 って下 さ い｣と いわ れま

した。

バプ テスマ を受 け る 日が 近 づ くと,

な ぜか むねが ドキ ドキして,お ちつ き

ません で した。 その時 かん と くさん の

｢よ く祈 って下 さい｣と い う言葉 を思

いだ しま した。 だか ら,す ぐに祈 りま

した。祈 り終わ る と本 当にお ちつ き,

胸 が熱 くな りま した。 その時,か ん と

くさ んに とて も感 しゃしま した。

当 日学校 か ら帰 って くる と,す ぐ神

殿へ 向かい ま した。行 く時 も祈 りなが

ら行 きま した。神 殿 に着 いた時,前 か

ら来 てみたか った所 にい るの で,少 し

1リ ーズ｣｢こ どものひろば､な どの原稿を募1

集 しています。

i⇔･月 号掲載分糊 は5月･･日 ω 着･職

;投 稿1こは必す連絡先(翻 番号)を 言己入し

;て 下さい。宛先:〒106東 京都港区南麻布;5-10-30末 日聖徒イエス･キ リスト教

;会｢聖 徒の道｣編 集室。

の間信 じ られ なか ったけれ ど,本 当に

来て いる というこ とに気 づ く と,と て

もうれ しか ったです。

それか ら神殿 の人 の話 を聞 き,バ プ

テスマフォン トに入 りました。順 番 を待

って いる時私 が一 番年下 だ と気づ きま

した。.他の 人はみん な,な れ てい るよ

うな気 が して私 はひ と りで きん張 して

い ました。 そして 自分 の番 にな り水 の

中 に入った時,少 しひや っと しました。

受 け ている時 に少 し苦 しくな った け ど,

最 後 までがん ば りま した。

受 け終 わ った時,今 まで に経験 した

こ との ない ような気持 ち にな りました。

また,胸 が とて も熱 くな りま した。 身

がわ りのバプ テ スマ を受 けて本 当に よ

か った と思 います。 また次 の機 会 に も

受 け たいです。 また両 親 やかん とくさ

ん に感 し楠します。全部 イエ ス･キ リ

ス トのみ名 によ りあ か しします。 アー

メン。(く ど う･み お)

ダ 陣 明1'劃噂 齢 岬 洲'劃'φ姻幽ゆ州.,鱒 『1障齢 一 一 一 ゆ痴 一 一 一.釧 ゆ.一 一.睡ψ.一 鞭一 一 一 一.一.毒

i編菓室から/新 刊紹介.&家 族(パンフレット)㊧25円i･
鰺･各 地のたより｣｢私 の証｣職 業と信仰シ 儲 を基とし嫁 庭縢 くために滋 多くの有;

益な櫨 がなされている･i

&新 約 聖 書 ⑳600円1

(儲 の糠 クラス教師用手引きli

昂｢聖 徒の道｣年 間用ファイル ⑰i
200円.こ れまでの背幅60ミリから50ミリに狭1

められた。1
窒φψφlllゆ小例 博"､ひ ψ.ひ"φ.II障",ひ 榊ゆ ψφψφ ψ一"､ひ ψφ ψ劃 博 ψ◎小 ひψ.ひψφ.曲､ひ腿φ 小6偽9ψ,ψ､◎ 帯φ 帯､ひ伸ψ 瀞

● 価 格 変 更 の お 知 ら せ;英 文 改 訂 版(新 刊)｢教 養 と聖 約/高 価 な る 真 珠｣(PBCSO233)300円 →400円 。

80日 本 語 聖 書A6判(革 装 黒)砧00円 →7500円 。4月1}日 よ リ実 施5
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